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幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

に
建
立
い
た
し
ま
し
た
。

芝
川
町
と
し
て
は
、

な
さ
ん
か
ら
再
版
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

化

財

に

対

す

る

み

な

さ

ん

の

意

欲

と

関

心
が

高

ま

り

、

の
詳
細
を
収
録
い
た
し
、

「
駿
河
小
塚
」

調

査

報

告

書

と

し

て

昭
和
四
十
九
年
十
月

芝

川

町

教

育

長

望

月

こ

の

埋

蔵

文

化

財

を

大

切

に

保

存

し

後

世

に

伝

承

す

べ

く

去

る

八

月

下

旬

小

塚

遺

跡

碑

を

現

地

今

後

こ

の

調

査

報

告

書

が

広

く

世

人

に

親

し

ま

れ

先

土

器

文

化

の

学

術

的

研

究

の

資

料

と

し

て

役

立

つ

な

ら

ば

誠

に

こ

の

た

び

再

び

印

刷

に

付

す

る

こ

と

と

い

た

し

ま

し

た

。

再

版

に

当

数
旬
を
経
ず
し
て
報
告
書
が
品
薄
と
な
り
、

「
駿
河
小
塚
」

で
芝
川
町
の
遺
跡
の
概
要
を
紹
介
し
、 つ

そ

の

後

多

く

の

み

を
広
く
頒
布
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

て

男
こ

と

の

ほ

か

文

特

に

小

塚

遺

跡

に

つ

い

て

は

発

掘

の

経

緯

と

収

集

分

析

整

理



昭
和
四
十
七
年
二
月

川
町

の
文
化
財
の

一
端
を
ご
理
解
願
｀
又
れ
ば
幸
い
で
す
。

縦
貰
し
、

芝
川
町
教
育
長

私
た
ち
の
住
む
芝
川
町
は
富
士
山
西
麓
に
あ
っ
て
静
岡
・
山
梨
の
県
境
に
位
置
し
、
富
士
の
雪
解
．水
か
四
季
を
通
じ
て
豊
か
に
流
れ
る
芝
川
が

甲
斐
よ
り
南
流
す
る
富
士
川
と
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
、
生
活
条
件
に
恵
ま
れ
た
自
然
塚
境
に
あ
る
為
、
歴
史
上
‘
学
術
上
価
値
の
高
い

特
に
町
内
全
域
に
散
在
す
る
逍
跡
は
三
十
余
力
所
を
数
え
‘
古
く
か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、

の
立
場
か
ら
、
過
去

一
度
も
発
掘
調
査
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま

一
昨
年
よ
り
農
免
道
路
建
設
の
工
事
か
施
行
さ
れ
る
に
至
り
‘
町
内
で

最
も
広
大
な
小
塚
遺
跡
地
を
縦
断
す
る
為
‘
急
き
ょ
教
育
委
員
会
の
手
に
よ
り
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
‘
調
査
団
長
に
斉
藤
静
夫
氏

を
依
頼
し
‘
調
森
主
任
に
小
野
真

一
氏
を
お
顧
い
し
、
以
下
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
八
月
の
炎
天
下
に
発
掘
作
業
を
し
ま
し
た
。

清
水
土
地
改
良
事
務
所
‘
県
教
委
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
順
調
な
発
掘
作
業
か
な
さ
れ
、
特
に
地
元
の
か
た
か
た
を
始
め
‘
町
民
各
位
や

こ
の
よ
う
に
芝
川
町

一
体
と
な

っ
て
の
発
掘
は
賞
重
な
経
験
で
あ
り
、
小
塚
か

ら
出
土
さ
れ
た
数

々
の
遺
物
を
と
お
し
て
先
人
の
足
跡
を
知
る
こ
と
か
で
き
意
義
深

い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
文
化
財
の
保
護
を
推
し
進
め
る
こ
と
か
必
要
で
あ
り
‘

町
内
中
学
生
‘
高
校
生
の
積
枷
的
な
勤
労
奉
仕
は
誠
に
有
難
く

文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 序

野

村

登

喜

男

さ
さ
や
か
な
本
書
を
通
じ
て
文
化
財
の
価
値
を
再
認
識
し
‘
芝

こ
れ
ら
遺
跡
は
自
然
保
護



芝
川
町
小
塚
遺
跡
の
調
査
は
、
昨
夏
富
士
宮
市
大
石
原
千
居
の
配
石
遺
構
の
発
掘
調
査
の
後
半
‘
併
行
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
、
小
野
真

一
氏

が
そ
の
総
指
揮
に
あ
た
り
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
史
学
科
の
学
生
諸
君
も
数
名
応
援
協
力
し
た
。
小
塚
の
台
地
上
に
新
し
い
農
道
新
設
工
事
が

行
わ
れ
る
に
当
り
、
同
町
教
育
委
員
会
よ
り
事
前
調
査
が
要
請
さ
れ
、
小
野
氏
の
出
馬
と
な
り
‘
調
査
の
結
果
縄
文
文
化
早
期
の
押
捺
文
土
器
片
‘

縄
文
文
化
以
前
の
黒
耀
石
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
‘
わ
が
国
後
期
旧
石
器
文
化
（
先
土
器
文
化
）

上
の
成
果
を
得
て
、
今
後
富
士
山
麓
に
お
い
て
は
休
場
遺
跡
と
共
に
‘
こ
の
地
方
の
縄
文
文
化
以
前
の
代
表
的
遺
跡
と
し
て
、
本
報
告
の
資
料
は

今
後
諸
種
の
考
古
学
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
す
る
。

本
町
付
近
の
逍
跡
は
古
く
佐
野
武
男
、
足
立
鍬
太
郎
氏
な
ど
の
踏
査
が
あ
り
、
静
岡
県
史
第

一
巻

(-
九
三

0
年）

中
期
の
土
器

•

石
鰈
・
打
製
石
器

・

磨
製
石
斧

•

石
匙
な
ど
の
出
土
か
報
告
さ
れ
、
他
に
旧
村
時
代
の
小
学
校
付
近
か
ら
石
鐵
の
発
見
と
‘
大
久

こ
の
富
士
川
流
域
に
縄
文
文
化
早
、
前
期
の
資
料
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
当
時
県
立
静
岡
中
学
校
に
在
学
の
加
藤
明
秀
、
芹
沢
長
介

両
氏
が
大
沢
和
夫
先
生
の
手
は
ど
き
で
、
考
古
学
に
興
味
を
持
ち

一
九
三
六
年
‘
富
士
川
町
木
島
遺
跡
出
土
の
土
器
と
伴
出
器
に
つ
い
て
‘
雑
誌

『
考
古
学
』
第
七
巻
第
九
号
に
論
考
を
発
表
し
た
の
に
端
を
発
し
て
い
る
。

前
記
佐
野
武
勇
氏
ら
に
よ
る
岳
南
考
古
学
会
な
ど
か
設
立
さ
れ
、
富
士
南
麓
の
考
古
学
研
究
の
歴
史
は
過
去
半
世
紀
以
上
の
永
き
に
わ
た
っ
て

お
り
‘
こ
の
岳
麓
地
帯
の
考
古
学
研
究
を
基
礎
に
し
て
中
央
学
界
に
テ
ビ
ュ

ー
し
た
人
々
も
二
‘

保
か
ら
石
棒
の
発
見
か
記
さ
れ
て
い
る
。

序

、。

三
に

と
ま
ら
な
し

に
は
楠
金
か
ら
縄
文
文
化

の
遺
跡
調
査
と
し
て
は
予
想
以



昭

和

四

十

七

年

二

月

た
縁
も
あ
り
‘
詰
は
れ
る
ま
ま
駄
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。

岳
麓
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
日
本
考
古
学
研
究
史
上
に
、
大
き
な
転
期
を
与
え
る
よ
う
な
貴
重
な
遺
跡
が
多
数
知
ら
れ
ず
に
地
下
に
眼

っ
て
い
る

も
の
と
推
察
さ
れ
‘
こ
の
方
面
の
研
究
に
今
後
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
る
と
共
に
、
本
遺
跡
の
発
見
調
査
も
こ
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
重
要
な

著
者
の
小
野
真
一
氏
と
は
登
呂
遺
跡
調
査
に
参
加
以
来
の
旧
知
の
間
柄
で
‘
昨
夏
も
大
石
原
千
居
遺
跡
の
調
査
‘
本
遺
跡
の
調
査
に
も
立
合
っ

慶
応
義
塾
大
学
教
授

江

坂

輝

弥



芝
川
町
に
は
‘
縄
文
期
を
中
心
と
し
た
遺
跡
が
、
各
地
に
散
在
し
、
古
代
の
人
々
の
生
活
文
化
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
道
路
造
り
‘
宅
地
造

成
‘
河
川
の
改
修
‘
氾
濫
‘

田
地
の
耕
作
等
に
よ
っ
て
表
面
に
当
時
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
産
の
数
々
が
発
見
さ
れ
る
。
我
々
の
未
調
査
の
土

地
も
数
多
く
あ
る
と
思
う
か
、
纏
文
期
の
土
器
の
現
れ
る
地
点
だ
け
で
も
‘
既
に

三
十
三
ヶ
所
か
数
え
ら
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
こ
れ
ら
の
も
の

に
対
す
る
人
々
の
関
心
も
強
く
‘
発
掘
遺
物
を
捨
て
去
る
こ
と
も
な
く
‘
学
校
等
に
運
び
、
保
存
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
人
々
の
口
に

も
古
代
の
我
々
の
祖
先
と
思
わ
れ
る
人
々
の
生
活
の
場
か
、
此
処
に
あ
っ
た
の
か
と
‘
深
い
典
味
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

芝
川
町
で
は
西
山
部
落
か
ら
稗
久
保
部
落
を
通
り
富
士
宮
市
安
居
山
部
落
へ
通
ず
る
新
し
い
農
免
道
路
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
此
の

道
路
の

一
部
に
小
塚
遺
跡
か
あ
る
。
此
の
遺
跡
は
先
土
器
時
代
か
ら
縄
文
前
期
に
至
る
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

従
来
も
此
の
附
近

一
帯
か
ら
黒

耀
石
の
ヤ
ジ
リ
等
が
耕
作
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
た
。
町
の
人
々
は
こ
れ
を
「
矢
の
根
石
」
と
呼
ん
で
い
る
。芝
川
町
教
育
委
員
会
で
は
此
の
地

の
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
此
の
発
掘
は
‘
「
土
木
工
事
そ
の
他
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
以
外
の
目
的
で
、
貝
塚
、
古
墳
‘

化
財
を
包
蔽

す
る
土
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
土

地
を
発
掘
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
…
…

•
•
L
O
の
条
項
に
よ
っ
て

‘
発
掘
調
査
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
即
ち
‘
文
化
財
保
随
法
に
基
い
て
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
芝
川
町
と
し
て
は
始
め
て
の
仕
事
で
あ
り
、

芝
川
町
教
育
委
員
会
は
‘
先
づ
加
藤
学
園
沼
津
考
古
学
研
究
所
の
小
野
先
生
に
調
壺
を
依
頼
す
る
こ
と
に
き
め
‘
清
水
土
地
改
良
事
務
所
と
の

打
ち
合
せ
‘

し
か
も
短
期
間
の
も
の
で
も
あ
り
、
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

土
地
の
所
有
者
の
了
解
‘
発
掘
調
査
団
の
結
成
‘
資
材
の
購
入
‘
協
力
者
の
決
定
及
び
発
掘
日
程
等
に
つ
い
て
細
か
な
計
画
を
立
て

た
。
発
掘
の
対
象
と
な
る
土
地
は
農
免
道
路
と
な
る
部
分
の
巾
七
米
‘
長
さ
二

0
0
米
の
地
域
で
あ
る
。

数
回
の
打
合
せ
の
結
果
‘
四
六
年
八
月

―一

日
よ
り
同
月
末
に
至
る
期
間
と
云
う
こ
と
に
な
っ
た
。

本

書

刊

行

に

当

っ

て

そ
の
他
埋
蔵
文

四



こ
れ
ら
を
み
つ
め
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

の
作
業
に
よ
っ
て
‘

次
々
に
ロ
ー
ム
層
の
中
か
ら
石
器
‘

小
塚
遺
跡
調
査
団
長

斉

藤

五

静

夫

•
以
来
此
の
予
定
に
従
っ
て
作
業
は
連
日
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
八
月
一
六
日
近
隣
の
高
校
生
‘
柚
野
‘
芝
川

の
中
学
生
、
小
野
先
生
の
助
手
の
大

学
生
三
名
、
総
勢
四

0
余
名
の
力
に
よ
っ
て
第
一
日
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
三
米
四
方
位
の
発
掘
が
各
所
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
連
日
の
炎
天
下

そ
れ
も
黒
耀
石
や
頁
岩
よ
り
作
ら
れ
た
石
刃
核
、

パ
ー
等
旧
石
器
の
類
か
発
見
さ
れ
た
。
県
下
に
於
て
先
土
器
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
例
は
数
少
い
が
、

ナ
イ
フ
形
石
器
、
尖
頭
器
‘

そ
の
中
で
小
塚
遺
跡
は
相
当
高
く
評
価
さ

此
の
度
の
調
査
に
当
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
人

々
の
協
力
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
地
元
の
方
々
の
こ
こ
ろ
よ
い
協
力
、
特
に
或
る
老
人

の
如
き
は
‘
発
掘
に
少
し
で
も
助
け
に
な
る
よ
う
に
と
、
毎
日
我
々
と
一
緒
に
現
地
で
、
被
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
草
刈
に
は
げ
ん
で
く
れ
た
こ
と

畑
に
顔
を
出
し
て
く
れ
た
里
人
が
色
々
と
古
い
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
こ
と
‘
炎
天
下
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
飲
料
水
を
こ
こ
ろ
よ
く
与
え
て

く
れ
た
麓
の
家
‘
何
く
れ
と
な
く
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
た
役
場
の
方
々
、
各
中
学
校
‘
高
等
学
校
‘
更
に
文
化
財
専
門
委
員
‘
御
土
史
研
究
会

こ
う
し
た
方
々
の
心
温
ま
る
協
力
の
中
に
無
事
二
八
日
作
業
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
物
事
を
や
り
遂
げ
る
に
人
の
心
の
協
力
か
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
此
の
作
業
を
通
し
て
わ
か
っ
た
。
今
こ
こ
に
報
告
書
が
完
成
す
る
に
当
っ
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
こ
の
報
告

書
が
芝
川
町
誌
の
第

一
頁
を
か
ざ
る
こ
と
の
出
来
る
の
を
う
れ
し
く
思
う
。

さ
て
文
化
財
と
云
わ
れ
て
保
存
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
多
い
。
何
万
何
千
年
前
の
古
い
も
の
だ
け
で
な
く
、
有
史
以
来
の
建

造
物
、
絵
画
‘

財
保
護
法
を
作

っ
て
そ
の
保
護
に
当
っ
て
い
る
。

れ
る
と
云
う
。

工
芸
‘
城
跡
、

旧
民
家
等
今
の
人
び
と
‘
未
来
の
人
た
ち
の
為
に
当
時
の
文
化
を
と
ど
め
て
お
き
た
い
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当
っ
て
は
尾
形
礼
正
氏
の
協
力
を
受
け
た
。

一
、
本
書
は
昭
和
四
十
六
年
八
月
九
日
か
ら
八
月
二
十
八
日
ま
で
、

二
十
日
間
に
わ
た
る
静
岡
県
富
士
郡
芝
川
町
西
山
字
小
塚
地
内
に
お
け
る
遺

跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二
、
本
書
の
執
箪
は
‘
第
一
章
、
第
九
章
及
び
第
八
章
第

一
節
を
小
野
、
第

二
章
を
佐
野
、
第
三
章
を
唐
紙
、
第
六
章
を
唐
紙
•
佐
野
、
第
四
章
‘

三
‘
遺
物
の
実
測
並
び
に
各
測
図
の
整
理
・
ト
レ
ー
ス
・
写
真
撮
映
な
ど
は
主
と
し
て
秋
本
が
行
な
い
‘
小
野
・
唐
紙
•
佐
野
が
こ
れ
を
補
っ
た
。

ま
た
拓
本
は
第
五
章
の
分
を
秋
本
、
第
六
章
の
分
を
小
野
・
唐
紙
•
佐
野
及
び
望
月
清
、
望
月
康
敬
両
名
が
作
製
し
た
。
な
お
写
真
の
引
伸
に

四
、
文
体
の
統

一
及
び
総
括
的
編
集
は
小
野
が
行
な
い
‘
校
正
に
は
村
岡
将
江
・
大
嶽
久
江
•
鈴
木
宏
子
な
ど
‘
沼
津
考
古
学
研
究
所
の
所
員
一

同
及
び
唐
紙
•
佐
野
、

さ
ら
に
山
田
繁
治
・
野
村
昭
光
等
駿
豆
考
古
学
会
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
て
当
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に
、
本
遺
跡
の
発
掘
調
査
並
び
に
本
書
作
製
に
当
っ
て
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
方
々
は
勿
論
‘

御
指
導
と
御
援
助
を
得
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
五
章
、
第
七
章
及
び
第
八
章
第
二
節
を
秋
本
が
、

例

a 
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

そ
れ
以
外
の
多
数
の
方
々
か
ら
も
厚
い

1
0
 





る
筈
で
あ
る
。

親
友
の
大
島
淑
嗣
氏
と
共
に
‘

あ
る
。

第

一
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序

け
に
、
こ
れ
と
い
う
文
献
も
な
く
‘

説

昭
和
二
十
四
年
‘
相
沢
忠
洋
氏
に
よ
り
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
先
土
器
時
代
の
遺
跡
は
年
と
共
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

て
昭
和
三
十
八
年
に
は
‘
静
岡
県
内
だ
け
で
も
四
七
個
所
か
報
告
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
県
東
部
だ
け
で
も
百
余
個
所
を
数
え

と
こ
ろ
で
今
日
の
発
見
数
の
増
加
の
蔭
に
は
‘
多
く
の
研
究
者
や
学
生
た
ち
の
労
苦
の
跡
が
偲
ば
れ
る
が
、

山
麓
に
住
む

一
学
徒
が
あ
っ
た
。
現
在
御
殿
場
市
文
化
財
専
門
委
員
に
な
っ
て
い
る
鈴
木
恒
治
氏
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
昭
和
二
十
三
年
、
県
立

沼
津
商
業
高
校
三
年
在
学
中
で
、
郷
土
研
究
部
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
が
、
同
部
の
創
立
者
に
ふ
さ
わ
し
く
‘

そ
の
足
跡
は
箱
根
山
地
か
ら
富
士
山
麓
、
愛
鷹
山
地
と
か
な
り
広
い
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
発
見
し
た
遺
跡
、
採

集
し
た
遺
物
は
無
数
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
何
―
つ
私
物
化
せ
ず
‘

ふ
と
三
島
市
萩
ケ
窪
の
ナ
ー
ゴ
山
で
拾

っ
た
石
器
の
中
に
‘

品
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
二
十
三
年
十
月
の
事
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
い
不
況
の
時
で
あ
り
‘

ま
た
田
舎
の
一
学
生
に
と
っ
て
指
導
を
仰
ぐ
べ
き
適
切
な
人
物
も
付
近
に
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

ニ
オ
年
上
の
筆
者
（
小
野
）
が
コ
—
チ
と
い
う

事
で
沼
津
商
業
高
校
に
毎
週
木
曜
日

の
午
後
出
か
け
て
い
く
程
度
で
（
こ
れ
を
木
曜

会
と
い
っ
た
）

そ
の
コ
ー
チ
も
亦
浅
学
非
オ
で
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
そ
の
僅
か
な
石
器
の
も
つ
真
相
を
追
っ
て
‘

そ
し
て
た
ま
た
ま
外
国
の
考
古
資
料
を
紹
介
す
る
本
を
見
つ
け
、

そ
し
て
卒
業
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年
の
春
、
郷
土
研
究
部
で
発
刊
し
た
「
郷
の
あ
ゆ
み
」

章

序

せ
っ
せ
と
母
校
の
狭
い
郷
土
室
に
集
積
し
て
い
っ
た
。

石
鐵
で
も
な
く
‘

説

石
槍
で
も
な
く
‘

そ
の
先
駆
を
な
し
た
も
の
に
富
士

き
わ
め
て
熱
心
な
学
生
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
い
て
未
製
品
で
も
な
い
黒
耀
石
の
加
工

ま
た
考
古
学
研
究
の
再
開
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
だ

そ
の
中
に
あ
っ
た
旧
石
器
の
あ
る
グ
ル
ー
。
フ
に
近
似
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で

の
創
刊
号
に
‘

そ
し

そ
ん
な
彼
が
あ
る
日
‘

せ
い
ぜ
い

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
続
け
た
。

「
三
島
市
萩
ケ
窪
ナ
ー
ゴ
山



ン
ド
で
書
き
、
不
正
確
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

事
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
箪
者
も
昭
和
三
十
二
年
「
静
岡
県
東
部
古
代
文
化
総
覧
」
を
書
い
た
際
‘
鈴
木
氏
発
見
の
石
器
を
紹
介
し
、

エ
ン
ド
ス
ク
レ

ー
。ハ
ー
ら
し
き
も
の

一
点
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
お
い
た
。

こ
う
し
て
わ
か
静
岡
県
下
に
お
い
て
は
‘
相
沢
忠
洋
氏
よ
り
も
も

っ
と
早
く
、
日
本
の
旧
石
器
に
着
目
し
て
い
た
一
学
徒
を
生
み
出
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

つ

た

か
ら

ヽ

こ
の
石
器
類
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
彼
は
こ
れ
ら
の
石
器
が
縄
文
時
代
の
も
の
で
な
く
‘

そ
れ
か
世
に
知
れ
ず
し
て
終
っ
た
の
は
彼
が
若
く
‘

た
め
で
あ
る
。
彼
の
家
は
富
士
山
麓
の
御
殿
場
市
で
、
著
名
な
商
店
を
経
営
し
、
経
済
的
に
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
長
男
と
し
て
家
業
に
専

念
す
る
よ
う
祖
父
に
云
わ
れ
‘
止
む
を
得
ず
実
業
界
に
入
っ
た
か
、
今
な
お
駿
豆
考
古
学
会
委
貝
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
以
降
は
‘
筆
者
ら
も
県
東
部
各
地
で
先
土
器
資
料
を
目
撃
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
野
国
雄

・
笹
津
海
祥
氏
ら
も
多
く
の
資
料
を
集

め
ら
れ
た
。
ま
た
高
校
生
や
中
学
生
に
よ
る
探
索
は
‘

「
赤
土
を
探
せ
」
と
い
う
こ
と
が
相
言
葉
と
な
り
、
特
に
沼
津
市

北
辺
の
愛
鷹
山
地
が
集
中
的
に
攻
撃
さ
れ
た
。
沼
津
商
業
高
校
に
よ
る
尾
尻
、
沼
津
第
二
中
学
校
に
よ
る
葛
原
沢
‘
吉
原
第
三
中
学
校
に
よ
る
休

場
‘
沼
津
女
子
高
校
に
よ
る
上
松
沢
平
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

が
活
動
し
、

三
十
年
代
の
県
東
部
は
さ
な
か
ら
高
校
・
中
学
各
郷
土
研
究
部
に
よ
る
「
プ
レ
織
文
」
探
し
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
あ

っ
た
。
沼
津
女

子
高
校
の
女
生
徒
達
約
十
名
が
‘
箪
者
や
白
石
竹
雄
氏

（当
時
同
校
教
諭
）

て
‘
箱
根
山
地
の
函
南
町
内
で
十

一
個
採
集
の
実
績
を
挙
げ
‘
喜
び
勇
ん
で
帰
っ
た
の
も
三
十
五
年
頃
で
あ

っ
た
。
女
子
で
さ
え
こ
の
よ
う
で
あ

男
子
の
活
動
は
め
さ
ま
し
か

っ
た
。

れ
ら
が
プ
レ
イ
ド
ら
し
き
も
の

二
点

遺
跡
中
間
報
告
」

と
題
し
て

第
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こ
こ
は
従
来
縄
文
中
期
と
弥
生
後
期
の
複

せ
っ
か
く
の
実
測
図
も
孔
版
印
刷
で
あ
っ
た
た
め
‘
印
刷
屋
か
フ
リ
ー

ハ

ま
た
専
門
家
の
目
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
‘

き
わ
め
て
積
極
的
で
、

ま
た
箱
根
山
地
で
は
韮
山
高
校
と
沼
津
東
高
校
か
、
中
伊
豆
地
方
で
は
大
仁
高
校

、‘し
秀ニ
―

-n

を

そ

日
曜

一
日
を
か
け
て
旧
石
器
十
個
以
上
採
集
の
目
標
を
立

そ
の
中
か
ら
秋
本
真
澄

（韮
山
高
出
身
）
、
須
摩
満

（沼
津
商
業
高
校
出
身
）
、
漆
畑
稔

（大

仁
高
校
出
身
）
各
氏
ら
若
い
研
究
者
か
育
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
に
は
‘
筆
者
と
笹
津
海
祥
氏
に
よ
り
‘
沼
津
市
柳
沢
の
大
廓
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
波
に
乗
ら
な
か
っ
た

そ
れ
以
前
の
旧
石
器
ら
し
い



第

一

章

序

説

し
た
。
こ
の
頃
は
専
ら
芹
沢
長
介
氏

（現
東
北
大
学
教
授
）

こ
の

三
十
八
年
に
は
静
岡
県
教
育
委
員
会
よ
り

ス
ク
レ

ー
パ
ー

合
遺
跡
と
考
え
ら
れ
‘
こ
の
時
の
目
標
も
弥
生
後
期
の
住
居
址
を
調
査
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

見
し
、
多
く
の
出
土
遺
物
を
得
た
が
、

に
旧
石
器
の
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
付
近
か
ら
表
面
採
集
で
か
な
り
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
得
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
と
三
十
七
年
に
は
筆
者
並
び
に
笹
津
海
祥
氏
に
よ
り
、
沼
津
市
休
場
逍
跡
の
小
発
掘
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
マ
イ
ク
ロ
プ
レ

究
し
た
瀬
川
裕
市
郎
氏
か
家
業
の
か
た
わ
ら
活
動
さ
れ
、
同
氏
や
中
野
国
雄
氏
の
協
力
で
明
大
考
古
学
研
究
室
の
戸
沢
充
則
氏
が
、

三
十
八
年

六
月
、
沼
津
市
柳
沢
の
イ
ラ
ウ
ネ
遺
跡
を
発
掘
さ
れ
た
。

（掻
器
）

試
み
た
次
第
で
あ
る
。

近
い
将
来
に
徹
底
的
調
査
を
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ド

（細
石
刃
）
や
マ
イ
ク
ロ
コ
ア

そ
の
副
産
物
と
し
て
黒
耀
石
製
の
ナ
イ
フ
ブ
レ
イ
ド

（細
石
核
）

し
か
し
実
際
に
は
土
師
初
頭
の
住
居
址
二
軒
を
発

（ナ
イ
フ
形
石
器
）
を
得
‘
こ
の
付
近
の
赤
土
の
中

な
ど
細
石
器
類
が
多
く
得
ら
れ
、
当
地
方
の
旧
石
器
文
化
後
葉
の
最
も
有
望
な
遺
跡
と
し
て
‘

一
方
沼
津
に
は
‘
沼
津
商
業
高
校
I
l
明
治
大
学
の
コ

ー
ス
を
歩
み
‘
先
土
器
文
化
を
追

そ
し
て
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
と
し
、
こ
れ
に
小
型
で
片
面
加
工
の
特
殊
な
尖
頭
器
や
、

な
ど
を
伴
う
有
力
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（注
l
)
。

「
静
岡
県
の
古
代
文
化
」
な
る
概
説
書
が
発
行
さ
れ
、

そ
の
中
で
静
岡
大
学
の
市
原
寿
文
氏

が
無
土
器
文
化
の
項
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
静
岡
県
の
先
土
器
文
化
に
つ
い
て

一
応
ま
と
め
て
解
説
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
始
め
て
で
あ
る
。

ま
た

同
書

の
末
尾
に
は
前
年
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
静
岡
県
遺
跡
地
名
表
の
補
遺
が
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
年
ま
で
に
知

見
に
上
っ
た
静
岡
県
下
の
先
土
器
時
代
遺
跡
は
四
七
ヶ
所
に
達
し
て
い
る
。
次
い
で
翌
三
十
九
年
に
は
筆
者
の

「駿
河
湾
地
方
の
先
史
文
化
」

伊
豆
考
古
第

2
号
及
び
静
岡
県
警
本
部
機
関
誌
『
芙
蓉
』

）
な
る
小
稿
が
発
表
さ
れ
、
当
地
方
の
先
土
器
文
化
に
つ
い
て
実
測
図
と
共
に
概
説
し

た
。
ま
た
沼
津
女
子
高
校
考
古
館
に
よ
る
第
二
回
考
古
学
講
座
で
も
‘
箪
者
は
「
郷
土
の
先
史
文
化
」

と
題
し
て
、
先
土
器
文
化
を
中
心
に
講
演

の
分
類
に
従
い
‘
喫
器

•

石
刃
•
尖
頭
器
•
細
石
器
の
四
段
階
に
準
掠
し
て
解
説
を

そ
し
て
、
こ
の
年
の
九
月
下
旬
か
ら
‘
十
月
上
旬
に
か
け
て
、
十
二
日
間
、
明
治
大
学
の
杉
原
荘
介
教
授
と
‘
箪
者
ら
に
よ
る
休
場
遺
跡
の
共



発
見
し
た
。
ま
た
熱
海
市
誌
上
巻
に
同
市
内
の
先
士
器
貸
料
を
紹
介

始
め
‘
ブ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
フ
レ
ー

ク
な
ど
を
赤
土
の
中
か
ら

掘
さ
れ
た
か

そ
の
際
握
斧

（
ハ
ン
ド
ア

ッ
ク
ス
）

に
似
た
石
器
を

祥
•
佐
藤
民
雄
両
氏
と
箪
者
に
よ
り
裾
野
市
金
沢
の
上
川
遺
跡
が
発

静
夫
両
氏
に
よ
り
人
類
学
雑
誌
に
な
さ
れ
‘
四
十
二
年
に
は
笹
津
海

四
十

一
年
に
は
磐
田
市
大
藤
池
端
前
の
報
告
か

麻
生
優

・
小
田

―
つ
の
基
準
と
し
て
、

重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

今
か
ら
凡
そ

一
万
四
干
年
前
の
遺
跡
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

に
よ
っ
て
細
石
器
の
段
階
で
も
休
場
の
場
合
は
最
も
古
い
あ
た
り
に

位
置
づ
け
さ
れ
る
こ
と
か
分
か
り
‘

日
本
の
旧
石
器
文
化
編
年
上
の

ヽ

‘
 れ

や
石
屑
な
ど
を
含
め
る
と
四
千
点
以
上
の
逍
物
か
愛
鷹
ロ
ー
ム
の
中

二
つ
発
見
し
、
そ
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
木
炭
に
よ
る

C
1
4
測
定
で
は
‘

一
四
三

0
0
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
七

C
O
と
い
う
年
代
数
値
か
得
ら
れ
‘

よ
り
出
土
し
劃
期
的
な
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
石
囲
い
の
炉
址
を

石
器
を
主
体
に
、
若
干
の
ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖
頭
器
を
含
み
‘
石
材

さ
れ
‘

ま
た

「
考
古
学
集
刊
」
第
三
巻
第
二
号
に
公
表
さ
れ
た
。
細

も
参
加
し
た
。

そ
の
結
果
は
四
十
年
春
の
協
会
総
会
に
お
い
て
報
告

同
発
掘
か
行
わ
れ
‘
大
塚
初
重
•
笹
津
海
祥
•
白
石
竹
雄
の
諸
氏
ら
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第 1図 静岡県内先土器時代遺跡分布図



第

一

章

序

説

お
け
る
旧
石
器
文
化
の

一
端
か
解
明
さ
れ
る
に
至

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

の
出
土
石
器
を
紹
介
さ
れ
た
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
た
。
そ
し
て
‘

ま
た
四
十
四
年
に
は
中
野
国
雄
氏
か

「
伊
豆
後
期
旧
石
器
文
化
図
録
」

四
十
三
年
‘
沼
津
市
目
黒
身
逍
跡
発
掘
の
際
に
も
‘
水
田
に
近
い
低
台
地
末
端
部
の
ロ
ー
ム
層
よ
り
‘

出
土
し
た
。（
注

2
)

こ
の
間
地
元
の
各
裔
校
郷
土
研
究
部
に
よ
る
踏
査
や
報
告
も
相
次
ぎ
、
県
東
部
高
校
郷
土
研
究
連
盟
の
機
関
誌
「
東
静
郷
土
研
究
」
だ
け
を
み

て
も
‘
四
十
年
に
沼
津
商
業
高
校
か
「
沼
津
地
方
に
お
け
る
旧
石
器
文
化
」
、
四
十
一
年
に
同
校
が
「
箱
根
山
地
に
お
け
る
五
輪
C
遺
跡
」
、
四
十

二
年
に
韮
山
高
校
か
「
韮
山
に
お
け
る
先
土
器
逍
跡
の
調
査
」
、

重
な
文
献
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
先
土
器
時
代
の
新
資
料
を
実
測
図
付
き
で
紹
介
し
て
お
り
、
高
校
生
の
発
表
と
は
い
え
‘

こ
う
し
た
先
土
器
ブ
ー
ム
の
中
で
育
っ
た
秋
本
真
澄
氏
か
四
十
三
年
‘
立
正
大
学
在
学
中
に
個
人
出
版
し
た

は
、
伊
豆
半
島
に
お
け
る
先
土
器
時
代
石
器
出
土
地
四
十
七
ケ
所
‘
集
成
石
器
二
九
六
点
と
い
う
劃
期
的
な
も
の
で
、
当
地
方
の
先
土
器
文
化
研

究
の
基
礎
的
資
料
の

一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
年
浜
松
市
の
向
坂
鋼
二
氏
は
「
浜
松
市
史
」
に
お
い
て
、
同
市
の
吉
野
町
遺
跡
他
‘
周
辺
遺
跡

ス
ペ
ー
ス
を
と
り‘

そ
の
中
に
イ
ラ
ウ
ネ
遺

跡
出
土
石
器
の
写
真
を
紹
介
さ
れ
た

他
‘
富
士

•
愛
鷹
周
辺
の
幾
つ
か
の
新
遺
跡
を
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
四
十
五
年
に
は
藤
枝
市
天
ケ
谷
よ
り
磯
部
武
男
君
に
よ
り
数
点
の
石
器
が
採
集
さ
れ
‘
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
日
本
平
と
共
に
、
静

岡
県
中
部
に
も
旧
石
器
文
化
の
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

よ
り
ナ
イ
フ
形
石
器
が
発
見
さ
れ
‘

そ
し
て
四
十
六
年
の
夏
、
富
士
宮
市
上
条
の
千
居
遺
跡
に
お
い
て
‘

五

ナ
イ
フ
形
石
器

一
ケ
を

さ
ら
に
四
十
三
年
に
は
沼
津
商
業
高
校
か
「
丹
那
に
於
け
る
先
土
器
」

と
毎
号

な
か
な
か
賞

「
富
士
市
史
」
上
巻
の
中
で
、
当
地
方
の
先
土
器
文
化
に
つ
い
て
か
な
り
の

さ
ら
に
近
隣
の
富
士
郡
芝
川
町
に
お
い
て
、
本
書
に
紹
介
す
る
小
塚
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
、
富
士
山
西
麓
に

こ
の
小
塚
遺
跡
は
‘
芝
川
町
西
山
の
兵
陵
上
に
あ
り
‘

昭
和
三
十
三
年
箪
者
が
地
元
の
研
究
家
岡
田
芳
龍
師
の
御
案
内
を
得
て
、

こ
の
地
を
訪

れ
た
際
‘
縄
文
早
•
前
期
の
土
器
片
と
共
に
‘
先
土
器
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
ス
ク
レ

ー

パ
ー
や
フ
レ
イ
ク
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
注
目
し
、

ロ
ー
ム
中



身」

昭
和
45
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

間
も
な
く
佐
藤
民
雄
氏
や
中
野
国
雄
氏
と
共
に
再
踏
査
し
た
。
そ
の
後
地
元
の
若
い
研
究
者
で
筆
者
の
門
を
叩
い
た
唐
紙

l

修
氏
と
‘
さ
ら
に
続
い

て
加
わ
っ
た
佐
野
文
孝
氏
ら
と
こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

両
氏
に
よ
り
既
に
「
駿
豆
考
古
」
第
九
号
に
報
告
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

今
回
本
遺
跡
の

一
部
を
農
免
道
路
が
貫
通
す
る
こ
と
に
な
り
、

し
て
大
き
な
成
果
を
収
め
得
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い

。
す
な
わ
ち
路
線
が
決
ま
っ
て
み
る
と
‘
従
来
遺
物
が
多
く
採
集
さ
れ
た
地
域
を
外
れ
て

お
り
‘
殆
ん
ど
表
面
採
集
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
た
め
‘
出
土
品
に
対
す
る
期
待
は
き
わ
め
て
非
観
的
で
あ
っ
た
。

掘
し
て
み
る
と
‘
縄
文
早
•
前
期
の
資
料
も
得
ら
れ
た
か
、
そ
れ
に
も
増
し
て
旧
石
器
が
多
く
発
見
さ
れ
、
斉
藤
団
長
以
下
調
査
団
は
暑
さ
も
‘
苦

小
塚
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器
は
‘

ま
た
両
名
を
中
心
に
こ
の
遺
跡
の
資
料
も
積
極
的
に
集
め
ら
れ
た
。

そ
の
路
線
内
の
応
急
調
査
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
初
の
予
想
に
反

ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
に
し
て
各
種
の
も
の
か
比
較
的
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
県
下
に
お
け
る
休
場
・
イ

ラ
ウ
ネ

•
池
端
前
な
ど
の
諸
遺
跡
と
共
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
。
科
学
的
な
年
代
測
定
こ
そ
し
な
か
っ
た
が

、
他
遺
跡
と
の
対
比
か
ら
、
少

く
と
も
今
か
ら
一
万
五
千
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。

今
こ
こ
に
多
忙
の
中
を
辛
う
じ
て
本
書
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
が
、

に
、
日
本
の
考
古
学
界
に
少
し
で
も
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
望
外
の
幸
い
で
あ
る
。

1
・
戸
沢
充
則
「
静
岡
県
沼
津
市
伊
良
宇
根
遺
跡
」
日
本
考
古
学
年
報
⑯
）、
昭
和
43
年。

と
こ
ろ
が
い
ざ
発

2

・
裾
野
市
の
上
川
遺
跡
に
関
し
て
は
笹
津
海
祥
•
小
野
真

一
•

佐
藤
民
雄
「
駿
東
郡
裾
野
町
上
川

遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
東
名
高
速
道
路

（静

岡
県
内
工
事
）
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

（昭
和
43
年
刊
）
が
あ
る
。
ま
た
沼
津
市
目
黒
身
遺
跡
に
つ
い
て
は
小
野
真

一

注
）

し
さ
も
忘
れ
て
夢
中
に
発
掘
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

第

一

章

序

説

（小
野
真

一）

こ
れ
か
静
岡
県
に
お
け
る

「
あ
け
ば
の
期
」

「
目
黒

の
資
料
と
し
て
役
立
つ
と
共

そ
の
内
容
は

， 
ノ‘



第

二

章

地

理

的

環

境

こ
の
遺
跡
は
‘
静
岡
県
富
士
郡
芝
川
町
西
山
字
小
塚
に
あ
り
、

小
塚
と
は
発
掘
調
査
し
た
付
近
に
古
く
か
ら
小
さ
い
塚
が
あ
っ
た
た
め
で
、
古

く
は
古
塚
と
記
し
て
い
た
。
身
延
線
芝
川

（し
ば
か
わ
）
駅
を
下
車
し
芝
富
橋
を
渡
っ
て
東
に
芝
川
を
な
が
め
、
県
道
‘
芝
川
ー
上
井
出
線
を
北
方

ヘ
凡
そ
一
•

五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
入
っ
た
後
、
東
に

0
•

五
キ
ロ

メ
ー

ト
ル
登
っ
た
標
高
二
0
0
メ

ー
ト
ル
前
後
の
台
地
で

、

中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
。
周
囲
は
野
菜
畑
と
雑
木
林
に
覆
わ
れ
‘

北
方
に
は
前
方
後
円
墳
に
似
た
森
山
が
美
し
い
姿
で
小
高
く
そ
び
え
て
い
る
。

羽
鮒
丘
陵
は
三

つ
の

川
に
囲
ま
れ
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
東
は
安
居
山
断
層
崖
と
し
て
潤
井
川
の
谷
お
よ
び
星
山
丘
陵
に
向
か
っ
て

約
三

0
度
の
急
傾
斜
に
な
っ
て
い
て
‘
反
対
に
西
側

へ
は
一

0
度
内
外
の
緩
傾
斜
を
も
っ
て
芝
川

の
谷
、
西
山
河
岸
段
丘
へ
下
っ
て
い
る
。
南
へ

は
富
士
川
を
越
し
て
松
野
方
面
へ
延
び
て
い
る
が
、
富
士
川
の
強
い
作
用
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
。

上
野
の
上
条
付
近
で
新
富
士
の
溶
岩
流
の
下
で
埋
没
し
て
し
ま
い
‘

羽
鮒
丘
陵
は
広
か
り
と
し
て
は
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
な
い
が
、
地
形
や
地
質
の
構
成
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
南
部
は
洪
積
前
期
の
富
士

火
山
系
の
岩
石

（火
山
群
噴
出
物
）

第

そ
れ
以
北
は
‘
島
状
と
な
っ
て
点
々
と
表
わ
れ
て
い
る
。

か
ら
な
る
岩
渕
集
塊
岩
層
で
北
部
に
い
く
に
し
た
が
い
碁
盤
は
別
所
礫
層
と
な
り
、

質
泥
流
が
の
っ
た
た
め
‘
泥
岩
や
砂
岩
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
古
富
士
集
塊
質
泥
流
が
噴
出
後
‘
断
層
運
動
が
お
こ
り
、
安
居
山
断
層
と
羽
鮒
丘
陵

東
緑
を
切
断
し
、
新
層
崖
を
生
み
安
居
山
谷
を
さ
ら
に
深

い
も
の
に
し
た
。

本
遺
跡
は
‘
羽
鮒
丘
陵
の
頂
上
よ
り
西
側
に
面
し
‘
芝
川
に
向
っ
て
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
み
せ
て
い
る
。

と
い
う
二
つ

の
沢
が
流
れ
遺
跡
を
二
分
し
て
い
る
。

ル
前
後
で
あ
る
が
、
若
干

B
遺
跡
の
方
が
高
い
。

章

そ
の
た
め
遺
跡
も
A
と
B
に
分
け
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
小
塚
は
海
抜
二

0
0
メ
ー
ト

し
か
し
表
面
採
集
等
の
遺
物
か
ら
す
る
と
は
と
ん
ど
時
期
的
な
相
違
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

地

理

的

環

境

七

羽
鮒
兵
陵
地
の
は
ほ

そ
の
上
に
古
富
士
集
塊

そ
の
傾
斜
に
そ
っ
て
大
沢
と
水
口
沢

一
方
北
は
細
長
く
伸
び
て
、
富
士
宮
市





第

二

音十

望
む
こ
と
か
で
き
る
。

地

理

的

印

境

か
め
る
の
に
も
立
地
条
件
か
よ
か
っ
た
。

九

つ
ま
り
今
日
の
芝
川
流
域
の
平
地

こ
の

地
か
綱
文
時
代
人

の
盛
ん
な
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
推

小
塚
遺
跡
の
広
さ
は
凡
そ
‘
東
西
五

0
メ
ー
ト

ル
、
南
北
に
二

0
0
メ
ー
ト
ル
位
で
、
面
積
に
す
る
と

一
万
平
方
メ
ー
ト

ル
に
も
及
ぶ
。

し
‘
今
回
の
調
査
は
、
農
免
道
路
建
設
の
路
線
内
だ
け
に
限
ら
れ
小
塚
A
地
区
中
央
部
の
ほ
ん
の

一
部
分
を
発
掘
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

で
は
か
か
る
場
所
に
先
住
民
が
な
ぜ
住
み
つ
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

あ
ろ
う
。
芝
川
は
古
く
は
芝
瀬
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
流
れ
の
ゆ
る
や
か
な
川
で
あ
っ
た
。

交
わ
り
は
浅
瀬
で
魚
の
好
適
な
棲
息
地
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
合
体
は
今
な
お
魚
か
群
を
な
す
豊
漁
地
と
な
っ
て
い
る

。

ら
水
系
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
て
‘
山
頂
に
は
沼
か
数
多
く
あ
っ
た
。

史
時
代
住
民
の
生
活
に
は
適
し
て
い
た
。

遺
跡
の
東
に
稗
久
保
峠
が
あ
り
‘

ヘ
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
北
東
に
は
‘

ま
た
遺
跡
を
と
り
ま
く
よ
う
に

山
並
か
あ
り‘

こ
の

地
方
は
今
‘
芝
川
町

の
農
業
の
中
心
地
で、

町
の
米
倉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戸
•

坂
本
・

平
野
•

南
原

•

砂
原
等
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
点
在
し
て
い
て

‘

測
す
る
こ
と
か
で
き
る
。
時
代
の
進
展
と
と
も
に
‘

人

々
の
住
居
は
よ
り
よ
い
条
件
の

地

へ
移
っ
て
い
っ
た
。

山
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
利
用
‘
活
用
か
こ
の
地
方
の
集
落
を
生
み
‘

し
カ

ま
ず
丘
陵
地
で
近
く
に
大
き
な
川
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の

―
つ
で

そ
の
た
め
今
よ
り
上
部
を
流
れ
、
富
士
川
と
の

ま
た
芝
川
は
雪
ど
け
水
で
冷
水
‘
富
士
川
は
川
の
流
域
か
長
く
暖
水
で
あ
り

そ
の
代
表
的
な
羽
鮒
山
系
は
昔
か

し
か
し
、
今
は
瀬
が
谷
に
な
り
‘
沢
が
峡
谷
を
な
す
と
と
も
に
‘
沼
の
水
は
な

く
な

り

原
野
と
変

化
し
た

。

川
・

沼
・

地
下
水
•
山
等
に
め
ぐ
ま
れ
た
当
所
は
‘
古
く
か
ら

山

の
幸
•
川

の
幸
か
豊
富
で
自
然
環
境
の
上
か
ら
先

火
の
元
と
い
わ
れ
‘
恐
れ
ら
れ
た
富
士
山
を
な
が
め
る
こ
と
が
で
き
、
神
と
し
て
あ

そ
こ
が

―
つ
の
展
望
台
と
な
る
。
東
は
眼
下
に
、
富
士
川
と
富
士
宮
‘
富
士
と
続
く
広
大
な
平
野
が
見
お
ろ

さ
れ
‘
遠
く
愛
鷹
‘
箱
根
連
山
と
駿
河
湾
、
伊
豆
の

山
並
か
か
す
み
、
西
に
は
芝
川
を
は
さ
み
‘
河
岸
段
丘
が
広
が
り
、
西
山
‘
大
久
保
盆
地
を

ま
た
そ
の
西
に
は
‘
長
貰
山
を
中
心
に
大
久
保
山‘

寺
山
な

ど
か
連
山
を
な
し
て
い
る
。
河
岸
段
丘
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
‘
原

・
踊
り
場

・
久
保

・
下
条

・
向
ヶ
谷
戸

・
大
明
神
・

若
宮
・
坊
ヶ
谷

ま
た
後
に
清
氏

・
大
内
氏
な
ど
の



難
破
し
て
人
々
に
は
難
川
で
あ
っ
た
。

せ
て
い
る
。
降
雨
菫
か
激
し
い
と
川
は
は
ん
ら
ん
し
、

船
は
昇
れ
ず

こ
の
よ
う
な
自
然
的
条
件
の
な
か
で
小
塚
逍
跡
は
発
生
し
‘

出
白
糸
滝

の
二
流
を
加
と
し
て
砧
士
山
麓
で
も

一

わ
か
芝

・
ニ
位
の
盟
砧
な

ー

i

晶
士
川
は
日
本
三
急
流
の

一
っ
と
し
て
知
ら
れ
‘
源
は
駒
ヶ
岳

・

白
根
山

・
甲
武
伯
ヶ
岳
な
ど
で
‘
釜
無
川
・

早
川
・

笛
吹
川
を
合
わ

（
佐
野
文
孝
）

ホ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
作

っ
て

い
る
。

と
度
々
汎
水
と
な
っ
て
下
流
を
荒
ら
し
‘

川
低
に
は
有
名
な
ポ
ッ
ト

呼
ば
れ
る
川

の
り
も
産
出
し

た
か
‘
ひ
と
た
び
降
雨
か
激
し
く
な
る

水
贔
を
誇
り
‘
き
れ
い
な
水
で
あ
り
‘
か

つ
て
は

「芝
川
の
り」

と

芝
川
は
昔
芝
瀬
川
又
は
真
柴
川
と
い
わ
れ
猪
之
頭
の
初
水
と
上
井

て
圃
岸
に
沖
柏
地
を
作

っ
て

い
る
。

か
少
な
い
か
‘
多
量
の
降
雨

の
際
は

一
疫
に
土
砂
を
辿
搬

・
推
柏
し

大
沢
を
始
め
と
し
て
多
く
の
放
射
谷
か
ら
成

っ
て

い
る
。

注

澗

井

川
は
昔
古
家
川
と
い

わ
れ

平
霜
は
水

腐
士
山
西
南
山
麓
に
位
脳
し

川
町

の
歴
史
の
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
く
れ
た
。

る゚
似
放
を
生
み
‘
西
山
城
、
西
山
本
門
寺
な
ど
の
史
跡
を
残
し
た
の
で
あ

へ，
二
s,r

リ^^
f
-

地

狸

的

環

境

1
0
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と
薄
く
、
そ
の
た
め
耕
作
に
よ
る
撹
乱
が
い
た
る
所
で
見
ら
れ
、

八
月
十
二
日

（晴
）

大
学
生
ら
に
よ
り

一
部
の
表
土
を
剥
い
だ
。

こ
の
日
町
会
議
員
村
野
文
男
氏
ら
の
見
学
が
あ
っ
た
。

第

三

章

塚
遺
跡
発
掘
調
査
団
を
編
成
し
た
。

そ
し
て
そ
の
調
査
団
の
都
合
に
よ
り
八
月
九
日
よ
り
、
発
掘
に
取
り
掛
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
発
掘
調
査
に
先
だ
ち
、
調
査
全
区
域
の
設
定
を
‘
教
委
の
篠
原
・
深
沢
‘
調
査
団
の
唐
紙

•

西
島
ら
七
人
が
参
加
し
て
行
っ
た
。
幸

い
初
日
よ
り
快
晴
に
恵
ま
れ
、
調
査
の
成
功
を
祝
う
か
の
よ
う
だ

っ
た
。

一
日
お
い
て
こ
の
日
か
ら
本
格
的
な
調

査
に
入
り
‘
小
野
調
査
主
任
の
指
導
で

、
大
学
生
の
岡
島
・
杉
山
•
松
尾
ら
か
測

量
を
行
い
‘
調
査
区

域
の
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
た
。

グ
リ
ッ
ド
記
号
は
、
北
側
を

A
列
と
し
、
南
側
を

B
列
と
し
て
、
西
側
か
ら
東
へ
向
っ
て

1
.
2
.
3
…
…
…

の

記
号
を
付
し
た
。
西
側
の
斜
面
は
‘

か
な
り
急
で
遺
物
の
出
土
が
期
待
出
来
な
い
が

一
応
確
認
の
た
め

二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
‘
唐
紙
と
佐
野

文
孝
ら
の
担
当
で
芝
川
中
学
生

・
柚
野
中
学
生
ら
発
掘
を
進
め
た
。

前
日
に
続
き
中
・
高
生
で
各
グ
リ
ッ
ド
の
表
土
剥
ぎ
を
行
う
。
平
担
面
で
の
表
土
は
薄
く
‘

八
月
十
三
日

（晴
の
ち
曇
）

の

―
つ
を
掘
り
進
め
た
所
‘

ナ
イ
フ
形
石
器
や
マ
イ
ク
ロ
ブ
レ
ー
ド
な
ど
、

ま
た
西
側
の
斜
面
は
遺
物
の
期
待
か
前
日
同
様
出

来
な
い
よ
う
だ
。

、し
か
し
唐
紙
と
佐
野
ら
は
前
日
に
続
い
て
西
側
の
斜
面
を
追
求
し
た
。
結
局
遺
物
の
出
土
が
な
か
っ
た
。

前
日
に
続
い
て
グ
リ
ッ
ド
部
の
表
土
剥
ぎ
を
進
め
た
。
台
地
状
を
な
し
て
い
る
頂
部
平
担
面
で
は
ロ
ー
ム
ま
で
の
厚
さ
が
一
五
ー

1
1
0
セ
ン
チ

ロ
ー
ム
層
中
に
深
く
鍬
の
入

っ
た
所
が
三
ヶ
所
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
攪
乱
層

旧
石
器
の
出
土
を
み
た
。
ま
た
そ
の
他
に
多
数
の
フ
レ
イ
ク
か
出
土

八
月
十

一
日

（快
晴

八
月
九
日

（快
晴
）

以
下
発
掘
日
誌
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

調

査

の

経

過

し
か
し
結
局

一
片
の
出
土
も
な
か
っ
た
。
な
お
上
部
平
担
面
の
グ
リ
ッ
ド
は



（曇）

ま
で
掘
り
下
げ
を
続
行
す
る
。

こ
の
日

、
佐
野
町
長

·

望
月
助
役
•
佐
野
収
入
役
•
野
村
教
育
長
等
町
幹
部
や
岡
本
内
房
小
学
校
教
頭
ら
の
見
学
が
あ
っ
た

。

こ
の
日
は
、
前
日
の
グ
リ
ッ
ド
区
域
の
表
土
剥
ぎ
を
続
行
す
る
と
共
に
‘
念
の
た
め
西
側
に
ト
レ
ン
チ
を
伸
ば
し
て
み
た
。
し
か
し
こ
の
部
分
か

ら
も
な
に
も
出
土
し
な
か
っ
た
。
頂
部
の
グ
リ
ッ
ド
区
域
は
こ
の
日
で
東
側
の
一
部
を
残
し
て
表
土
剥
ぎ
を
終
っ
た
。

討
し
て
み
る
と
、
結
局
ロ

ー
ム
層
は
中
央
か
高
く
東
西
両
側

へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
斜
面
が
急
に
な
る
か
、
特
に
西
側
の
落
ち
込
み
か
大
き
い
こ
と

か
分
か
っ
た
。

八
月
十
七
日

八
月
十
八
日

っ
た
。

っ
た
。 八

月
十
六
日

し
た
。

（曇）

ら
れ
た
。
遺
物
の
出
土
状
況
は
‘

調

査

の

経

過

土
器
片
か
意
外
に
少
な
く
、
そ
の
す
べ
て
が
小
さ
な
破
片
で
あ

又
表
土
層
が
予
想
以
上
に
浅
く
‘

そ
の
他

の
グ
リ
ッ
ド
で
は
‘

ク
シ
ョ
ン
図
を
取
っ
た
。

第

三

章

（
晴
の
ち
曇
）

そ
の
た
め
い
た
る
所
で
ロ
ー
ム
層
の
撹
乱
が
見

こ
の
日
‘
大
石
原
千
居
遺
跡
の
調
査
に
来
て
い
た
慶
応
大
学
教
授
の
江
坂
輝
弥
氏
の
見
学
が
あ

未
発
掘
の
東
側
の

B
1
1
6
.
B
ー
17
の
グ

リ

ッ
ド
に
‘
地
元
の
中

・
高
校
生
か
入
り
、
ロ
ー
ム
層

こ
の
辺
り
は
ロ
ー
ム
層
か
深
く
な
り
、

13
区
辺
り
か
ら
層
位
も
六

層
に
区
分
出
来
た

•
前
日
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

A
ー

3

区
の
ピ
ッ

ト
も
撹
乱
さ
れ
て
い
た
。

土
器
片
フ
レ
イ
ク
な
ど
を
出
土
し
た
も
の
も
あ
る
。

そ
の
反
面
、
縄
文
時
代
の
遺
物
は
少
量
だ
っ
た
。

A
|
4
区
の
セ

第 4図 発 掘 風 景

そ
こ
で
全
般
的
な
層
位
を
検





第

四

草

滋

跡

の

概

要

会
の
有
志
三
十
八
名
、
大
石
原
千
居
逍
跡
発
掘
調
査
団
の
十
名
な
ど
多
く
の
見
学
か
あ
っ
た
。

八
月
二
十
五
日

（晴
）

こ
の
発
掘
は
‘

町
と
し
て
始
め
て
の
た
め
町
の
内
外
で
反
響
を
呼
び

一
五

こ
の
日
は
芝
川
町
婦
人

岩
製
の
石
核

•
同
ナ
イ

フ
形
石
器
の
他
‘
多
数

の
石
片
が
出
土
し
た

。

図5

1

0
の
両
区
は
‘
セ
ク
シ
ョ
ン
を
採
っ
た
後
‘
境
界
の
土
手
を
は
ず
し
た
。

第

こ
の
日
の
遺
物
は
‘
頁

婦人会幹部の見学

こ
の
日
も
前
日
の
作
業
の
続
き
を
行
う
。
午
後
B
|

8
区
東
側
で
、

八
月
二
十
三
日

A
ー

1
7
.
A
1
8
.
B
|
7
l
B
|
1
8
各
区
で
ロ
ー
ム
層
直
上
ま
で
の
掘
り
下
げ
が
行
わ
れ
た
。

A
.
B
共‘

8
.
9
.
1
0
を
ロ
ー

ム
層
中
二

0
セ

ン
チ
ま
で
掘
り
下
げ
る
。

B

—

9

区
で
は

ロ
ー
ム

層
上
部
で
黒
耀
石
製
の
破
片
．
剥
片
か
多
か
っ
た
か

、
下
部
で
は
頁
岩
製
の
も
の
か
出
土
た
。

B
ー

10
区
で
は
‘

9

頁
岩
製
の
尖
頭
器
の
欠
け
た
も
の
と
、
石
刃
か
出
土
し
た
。

の
ロ

ー
ム
層
の
掘
り
下
げ
‘
及
び
中
心
部
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
実
測
を
行
っ
た
。

八
月
二
十
四
日

駿
豆
考
古
学
会
の
尾
形

礼
正
•
杉
山
満
両
氏
の
見
学
が
あ
っ
た
。

ま
た
西
側
地
区

八
月
二
十
二
日

（曇
）

（晴
）

ム
層
ま
で
の
到
達
が
見
ら
れ
な
く

こ
の
日
も
掘
り
下
げ
を
続
け
た
。

黒
耀
石
製
の
ス
ク
レ
イ
バ

ー
か
一
点
出
土
し
た
。

（
曇
時
々
雨
）

昨
日
に
引
続
き
‘

A

.
B
共
B
1
1
6
.
1
7
.
1
8
各
区
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
清
掃
を
し
た
。

ま
た

A

.
B
共

8
1
1
0
各
区
を
精
査
し
た
。
ま
た

B
|
9
.
B
1
10
両
区
は
遺
物
の
分
布
か
南
側
へ

伸
び

て
い
る
と
思
わ
れ
た
た
め
‘
約
五
十
セ
ン
チ
程
拡
張
し
発
掘
し
た
。

さ
ら
に

A
|
1
0
.
B
1



八
月
二
十
九
日

八
月
二
十
八
日

（晴 （晴）

量
は
本
日
を
以
て
全
部
終
了
し
、
全
景
写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
現
地
作
業
は
器
材
の
撤
収
を
残
し
て
す
べ
て
終
了
し
た
。

出
土
品
は
拡
張
区
で
頁
岩
製
の
石
核

•

石
片
が
多
く

こ
の
日
は

第

三

章

本
日
で

一
応
調
査
を
終
了
す
る
予
定
の
た
め
‘

B
グ
リ

ッ
ド
の
東
壁
及
び
北
壁
の
消
掃
と
‘

実
測
を
す
る
。

B
|
9
.
B
|
1
0
刷
区
を
精
森
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
全
域
の
測
量
も
行
っ
た
。
出
土
辿
物
は
頁
岩
製
の
石
刃

核
(
?
)
等
で
あ
っ
た
。

前
日
で

一
応
調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た
か
、
不
充
分
な
点
や
、
若
干
の
拡
弘
調
査
を
必
要
と
し
た
た
め
‘
調
査
員
を
縮
少
し
て
継
続
発

掘
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
前
日
実
測
の
未
了
だ
っ
た
区
域
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
。

器
の
包
蔵
地
域
と
推
定
さ
れ
た
た
め
、
地
主
の
好
謡
に
よ
り
‘

こ
の
区
域
を
三
メ

ー
ト

ル
程
拡
脹
し
た
。

こ
の
日
は
‘
静
岡
新
聞
の
島
田
記
者

・

芝
崖
小
学
校
の
教
員
四
名

•
町
農
業
委
員
三
名
等
の
見
学
が
あ
っ
た
。

っ
た
。

セ
ク
シ
ョ
ン
未
了
部
を
完
了
し
、
拡
張
し
た
部
分
の
精
査
を
行
い
‘

こ
の
日
は
‘
静
岡
新
聞
に
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
た
為
、
作
業
終
了
の
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
見
学
者
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
秋
本
氏
と
大
学
生
が
宿
舎
で
出
土
遺
物
の
整
理
に
当
り
、
水
洗
．
困
包
し
て
沼
津
考
古
学
研
究
所
へ
運
ぶ
た
め
の
荷
造
り
を
行
っ
た
。

教
育
委
員
会
で
、
使
用
器
材
の
撤
収
を
行
っ
た
。
今
回
の
発
掘
調
査
で
は
天
候
の
た
め
作
業
の
中
止
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
全
く
恵
ま
れ
た
調

八
月
二
十
七
日

（晴）

八
月
二
十
六
日

（晴

調

在

の

経

過

ベ
ル
ト
の
部
分
で
は
‘

A
グ
リ

ッ
ド
の
東
壁
の
消
抽
及
び
セ
ク
シ
ョ
ン
の

さ
ら
に

B
|
9
.
B
1
1
0
両
区
の
東
側
は
ま
だ
旧
石

ま
た
前
日
出
土
し
た
石
皿
の
写
真
を
撮

A
ー

9
区
と

B
1

9
区
と
の
間
の
ベ
ル
ト
を
取
り
は
ず
し
た
。

黒
耀
石
製
の
ス
ク
レ
イ
パ

ー
・

ナ
イ
フ
形
石
器
か
み
ら
れ
た
。
測

)
•

石

4
 （フ

レ
イ
ド

_L 

Iヽ



（注

芝
川
町
で
始
め
て
の
発
掘
で
あ
り
‘

席
者
は
‘
関
係
者
側
か
ら
県
農
地
部
清
水
土
地
改
良
事
務
所

•

町
側
か
ら
町
長

・

助
役

・

誂
長

・

収
入
役
・
文
教
委
員
・
建
設
課
長

・

総
務
課
長

な
ど
‘
教
委
側
か
ら
教
育
長

・

事
務
局
長

・

教
育
委
員

・

社
会
教
育
委
員

・

文
化
財
専
門
委
員

•

町
内
小
中
学
校
長

・

社
会
科
主
任
な
ど
と
柚
野

中
郷
土
研
究
部
生
徒
ら
希
望
者
を
含
め
て
五
十
四
名
だ
っ
た

。

事
務
局
と
調
査
員
三
名
（
小
野

・

唐
紙

•

秋
本
）

成
果
ま
で
説
明
し
、
出
席
者
よ
り
活
発
な
質
問
か
出
て
意
義
あ
る
会
を
閉
じ
た
。

1
•

唐
紙

―
修

•

佐
野
文
孝
「
富
士
郡
芝
川

町
の
遺
跡
」

駿
豆
考
古
第
九
号

。

昭
和
4
5年
。

九
月
二
日

査
で
あ
っ
た
。

第

三

章

（曇）

こ
と
に
な
っ
た
。

調

査

の

経

過

ま
た
発
掘
遺
物
は
‘

一
時
的
に
大
石
寺
に
運
ぴ
、

（唐
紙

―
修
）

一
七

そ
こ
で
千
居
遺
跡
の
出
土
品
と

一
緒
に
し
て
沼
津
考
古
学
研
究
所
へ
運
ば
れ
る

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
の
た
め
に
も
と
‘
こ
の
日
午
後
よ
り
発
掘
報
告
会
を
町
役
場
議
場
で
行
な
っ
た
。
出

で
‘
遺
跡
の
概
要
か
ら
経
過

・



本
遺
跡
は
第
二
章
に
記
述
し
て
あ
る
よ
う
に
‘
羽
鮒
丘
陵
上
に
位
置
し、

ヽ

リ

ッ
ト
に
お
い
て

コ
リ
ア
を
含
み
‘

つ
ま
り
小
塚
A
遺
跡
を
‘

粘
質
が
強
い
土
層
で
あ
る
。
ま
た
第
六
層
は
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
で
あ

っ
た
。

そ
の
起
伏
に
よ
っ
て
‘

A
I
D
の
四
ヶ
所
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
今

は
ぼ
東
西
に
幅
七
メ
ー
ト
ル
の
農
免
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

た
め
‘
平
担
部
分
と
そ
の
西
斜
面
の
路
線
敷
に
第

6
図
の
よ
う
に
四
メ
ー
ト
ル
X
三

．五
メ
ー
ト
ル

の
小
グ
リ

ッ
ト
を
南
北
に

二
列
（
北
よ
り

A
.
B
)
、
東
西
に

一
七
列

（西
よ
り

1
.
2
ー

17
)
設
定
し
た
。
現
地
表
は

A

.
B
列

の
8
l
l
o
グ
リ

ッ
ト
が
最
も
高
く
、
東
へ
向
っ
て
ゆ
る

や
か
に
傾
斜
を
し、

西
側

へ
は
比
較
的
傾
斜
が
強
か
っ
た
。
調
査
地
域
で
最
も
地
形
の
凹
ん
だ
部
分
と
思
わ
れ
た
東
端
の

A
1
1
7
及
び

B
ー

17
グ

土
層
は
六
層
に
分
け
ら
れ
た
。
第

一
層
は
ス
コ

リ
ア
を
比
較
的
多
量
に
含
む
黒
褐
色
耕
作
土
層
で
、
第
二
層
は
少
量
の
ス

コ

リ
ア
を
含
む
黒
色
土
層
で
あ
り
、
第
三
層
は
褐
色
火
山
灰
砂
層
で
、
乾
燥
す
る
と
白
味
を
帯
び
て
薄
茶
色
に
変
色
を
す
る
。
第
四
層
は
少
量
の
ス

比
較
的
粘
質
の
あ
る
黒
色
土
層
。
第
五
層
は
暗
褐
色
土
層
で
、
第
一
層
に
比
較
す
る
と
若
干
黄
色
味
を
帯
び
、
第
四
層
よ
り
も

こ
れ
ら
六
層
に
分
け
ら
れ
た
各
土
層
を
各
グ
リ

ッ
ト
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
第

一
層
の
黒
色
耕
作
土
層
は
各
グ
リ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
、
中
央
付

近
の
グ
リ

ッ
ト
で
は
浅
＜
、
東
西
へ
ゆ
く
は
ど
次
第
に
厚
く
推
積
し
て
い
る
。
第
二
層

1
第
四
層
は
中
央
付
近
及
び
西
斜
面
に
は
認
め
ら
れ
ず
‘

第
二
層
の
黒
色
土
層
は

14
グ
リ
ッ
ト
よ
り
、
第
三
層
の
褐
色
火
山
灰
砂
層
は

14
グ
リ
ッ

ト
の
中
程
よ
り
、
第
四
層
の
黒
色
上
層
は

13
グ
リ

ッ
ト
よ

り
認
め
ら
れ
、
東
進
す
る
ほ
ど
次
第
に
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
第
五
層
の
暗
褐
色
土
層
は
西
斜
面
の

1
.
2
グ
リ

ッ
ト
と
‘

認
め
ら
れ
、
東
西
両
端
に
ゆ
く
は
ど
次
第
に
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
第
六
層
の
口
—
ム
層
上
面
は
中
央
付
近
の
グ
リ
ッ
ト
が
最
も
高
く
東
西
に
急

西
へ
緩
傾
斜
す
る
丘
陵
の
中
段
の
平
担
部
分
、

回
調
査
さ
れ
た
の
は
‘

そ
の
最
も
西
側

の
A
地
点
で
あ
る
。

第

四

章

第

四

章

遺

跡

の

内

容

遺

跡

の

概

要

1
3
1
1
7
グ
リ

ッ
ト
で

一
八
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3
は
剥
片
の
基
部
方
向
を
ナ
イ
フ
形
石
器
の
碁
部
と
し
て
打
面
・
打
瘤
を
残
し
、
剥
片
の
左
先
端
部
の
み
を
斜
め
に
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部

加
工
を
施
し
て
背
部
と
し
、
右
側
の
鋭
利
な
緑
辺
を
そ
の
ま
ま
刃
部
と
し
て
い
る
。
全
長
四
・

一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
最
大
輻

一
・
七
セ
ン
チ
メ

チ
メ
ー
ト
ル
、
娃
質
頁
岩
製
。

1
は
表
面
に

一
条
の
稜
線
の
あ
る
剥
片
の
基
部
方
向
を
、

よ
っ
て
切
断
し
て
背
面
と
な
し
、
右
側
の
鋭
利
な
緑
辺
を
刃
部
と
し
、
基
部
を
尖
る
様
に
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
長
四
•一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
最
大
幅

一
•
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
娃
質
頁
岩
製
。

2
は
先
端
部
及
び
刃
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
に

一
条
の
稜
線
が
あ
り
、
打
面
及
び
打
瘤
は
基
部
を
尖
ら
せ
る
た
め
に
細
部
加
工
に
よ

っ
て

除
去
さ
れ
て
い
る
。
左
側
縁
全
体
に
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る

。

現
長
三
•
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅

一
•
三
セ
ン

A

ナ
イ
フ
形
石
器

（第
13
図
1
ー

5
.
7
)

石
器
及
び
石
片
．
砕
片
な
ど
の
総
数
は
三
八
八
点
で
、

四
二
点
•
石
核

一
五
点
・
砕
片
三
一
三
点
で
あ
っ
た
。

第

一

節

第

五

章

第

五

章

先

土

器

時

代

の

遺

物

出

土

遺

物

出

土

遺

物

ヅ
け

u
vi

そ
の
内
訳
け
は
ナ
イ
フ
形
石
器
六
点
・
尖
頭
器
七
点
・
掻
器
二
点
•
石
刃

三
点
•
石
片

ナ
イ
フ
形
石
器
の
基
部
と
し
、
剥
片
の
先
端
部
付
近
を
左
斜
め
に
刃
潰
し
刺
離
じ

ニ
四



















早
期

A

土
器

第

五

章

に
施
文
さ
れ
て
い
る
。

2
.
6
.
8
は
褐
色
、

第

出

土

遺

物

ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
四
•
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

第
17
図
1
は
扁
平
の
舟
底
状
の
石
核
で
、
打
面
は
平
担
で
調
整
さ
れ
て
お
ら
ず
‘

三
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
‘
伽
九

•

四
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
、
原
さ
ニ
・

六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
‘

2
は
扁
平
の
舟
底
状
を
呈
す
る
石
核
で
、
打
面
は
平
担
で
調
整
さ
れ
て
お
ら
ず
、

頁
岩
製
。

1
.
2
.
5
.
6
は
多
量

一
端
に
細
長
い

竪
縞
剥
離
が
四
条
認
め
ら
れ
る
。
長
さ
四
・

あ
ま
り
剥
離
が
さ
れ
て
な
く
六
条
は
ど
の
剥
離
痕
を
認
め
る

一
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
、
輻
八

•
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
、
厚
さ
三

·

O
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
‘
頁
岩
製
。

一
端
に
八
条
の
竪
縞
剥
離
か
認
め
ら
れ
る
。
長
さ
五

・
O
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル、

幅
七
•
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ

三
•

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

頁
岩
製

。

1
1
8
は
楕
円
押
型
文
の
土
器
片
で
、

1
は
口
縁
部
‘

2
1
8
は
胴
部

の
破
片
で
あ
る
。

ー
は

口
縁
近
く
ま
で
施
文
さ
れ
‘

2
1
4
は
羽
状

3
.
7
.
8
は
比
較
的
大
粒
の
楕
円
押

型
文
で
、
富
士
宮
市
星
山
の
奥
山
地

（注

l
)出
土
の
も
の
は
ど
大
き
く
な
い
か

か
な
り
大
粒
の
も
の
で
、
箱
根
山
地
や
遠
州
地
方
に
も
類
例
が
あ
る
（
注

2
)。

に‘

4
.
7
は
少
量
の
長
石
粒
を
胎
土
中
に
含
む
。

3
は
黄
褐
色
‘

（第
18
図
1
ー

21

節

ま
た

1
1
3
.
5
.
6
は
多
量
の
繊
維
も
含
ん
で
い
る
。
色
調
は

1
.
4
.
5
は
橙
褐
色
、

7
は
灰
褐
色
を
そ
れ
ぞ
れ
呈
す
る
。

9

は
沈
線
に
よ

る
格
子
目
状
の
か
な
り
大
柄
の
文
様
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。
類
例
は
裾
野
市
茶
畑
の
日
向
遺
跡
（
注
3

)
•

長
野
県
上
伊
那
郡
宮

縄

文

時

代

の

遺

物

3
は
舟
底
形
の
石
核
で
、
打
面
は
平
担
で
調
整
さ
れ
て
な
く
‘

こ
と
が
で
き
る
。
長
さ
五

3
は
胎
土
中
に
多
量
の
雲
母
を
含
み
‘



1
1
.
1
2
は
半
載
竹
管
に
よ
る
爪
形
文
を
佃
々
に
並
列
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

14
に
は
竹
管
に
よ
る
円
形
の
押
印
か
み
ら
れ

8
に
は
地
文
に
縄

.

o

 

.tよ
る

．

こ
れ
ら
は
い
す
れ
も
茅
山
式
併
行
期
の
も
の
て
あ
り
、
ま
た
沈
線
か
や
や
鋭
い
点
相
異

お
そ
ら
く
そ
れ
ら
に
先
行
し
‘
押
型
文
に
伴
出
す
る
田
戸
式
系
土
器
て
あ
ろ
う
。
橙
褐
色
を
呈
し
、
長
石
粒
と
繊
維
を
多
量
に
含
む
。

10ー

1
2
.
1
5
は
浅
く
輻

の
広
い
沈
線
の
あ
る
土
器
片
で
‘
熱
洵
市
中
野
の
藪
ノ
内
逍
跡
か
ら
類
例
か
出
土
し
て
お
り
（注

5
)、
こ
の
場
合
は
諸
磯

A
式
に
伴
出
し
て
い
る
の
て
前
期
の
も
の
て
あ
る
。
し
か
し
、
小
塚
遺
跡
の
場
合
は
焼
成
・
胎
土
等
の
様
相
か
早
期
的
て
あ
り
‘
前
期
に
ま
て
下

げ
得
る
か
否
か
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

一
応
早
期

の
中
に
含
め
て
お
く
。
胎
土
中
に
は
長
石
粒
を
多
量
と
繊
維
を
若
干
含
み
‘
褐
色
を
呈
す
る
。

を
多
量
に
含
む
。

1
3
.
1
4
.
1
6
は
無
文
の
土
器
片
の
口
縁
部
で

1
3
.
1
4
は
黒
褐
色
‘

1
7
.
1
8
は
瓜
形
文
の
土
器
片
で
、

17
に
は
三
条‘

の
繊
維
を
含
み
灰
黒
色
を
呈
す
る
。

1
9
1
2
1
は
早
期
後
葉
の
鵜
ケ
島
台
式
の
土
器
片
で
、

19
は

一
部
に
刻
目
口
縁
か
み
ら
れ
波
状
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。こ
の
頬
例
は
熱
梅
市
の
七
尾

遺
跡

（注
6

)•
御
殿
場
市
の
山

ノ
神
遺
跡
丘
注
7

)
な
ど
、
県
東
部
各
地
で
み
ら
れ
る

。

1
9は
胎
土
中
に
雲
母
と
長
石
粒
及
び
繊
維
を
多
量
に
含
み

2
0
.
2
1
は
少
量

の
長
石
粒
と
繊
維
を
含
む
。
色
調
は

19
は
褐
色
を
、

2
0
.
2
1
は
灰
褐
色
を
そ
れ
ぞ
れ
呈
す
る
。

1
1
6
は
縄
文
を
施
文
し
た
も
の
で
、
特
に

4
.
5
は
羽
状
に
施
文
し
て
い
る
。

3
に
多
量
の
雲
母
を
胎
土
中
に
含
み
‘

7
1
1
4
は
爪
形
文
系
士
器
で
、

文
が
み
ら
れ
る
。な
お

7
.
9
.
1
0
は
口
縁
部
の
破
片
で
、

の
雲
母
を
胎
土
中
に
含
む
。
色
調
は
‘

7
.
9
に
は
刻
目
を
有
す
る
。

7
.
9
.
1
2
は
黒
褐
色
、

8
.
1
1
は
褐
色
‘

7
.
1
1
.
1
2
に
は
多
量
の
雲
母
を
含
み
‘
9
に
は
少
量

1
0
.
1
3
.
1
4
は
橙
褐
色
を
そ
れ
ぞ
れ
呈
す
る
。

前
期

（第
19
図
1
1
2
5

田
村
の
中
越
逍
跡
出
土

土
器

（注

4
)
●
，み
ら
れ
る
か
、

第

五

章

出

土

滋

物

16
は
褐
色
を
呈
し
‘

1
3
.
1
4
は
長
石
粒
を
少
量
と
繊
維
を
含
み
‘

15
は
雲
母

18
に
は

一
条
の
爪
形
文
が
み
ら
れ
る
。
17
は
薄
手
で
少
量
の
長
石
粒
と
若
干

18
は
少
量
の
長
石
粒
と
多
量
の
繊
維
を
含
み
薄
茶
色
を
呈
す
る
。

l
|
3
は
口
縁
部
‘

4
1
6
は
胴
部
の
破
片
で

1
.
2
.

l
.
5
は
黒
褐
色
‘

2
.
3
は
褐
色
‘

4
.
6
は
灰
褐
色
を
そ
れ
ぞ
れ
呈
す
る
。

7
1
1
0
.
1
3
.
1
4
は
半
放
竹
管
半
載
面
を
器
面
に
あ
て
押
引
き
状
に
施
文
し
た
た
め
‘
両
脇
に
沈
線
が
み
ら
れ
‘

四
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物

二
七

た
と
考
え
ら
れ
る
か
石
匙
と
石
錐
を
兼
ね
て
い
た
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い

。
石
材
は

17
か
安
山
岩
製
で
、

19
か
娃
質
頁
岩
、

1
8
.
2
0
.
2
1
は
頁
岩

石
匙

（第
20
図
1
7
1
2
1

有
舌
尖
頭
器

第

20
図
16

る
。
全
て
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

全
て
無
柄
で

1
5
.
2
1
は
平
行
沈
線
の
あ
る
土
器
片
で
、

2
2
.
2
3
は
口
辺
部
の
破
片
で
あ
る
か
‘
絡
縄
帯
の
細
隆
起
線
を
伴
な
い
‘
諸
磯

B
式
へ
の
移
行
を
考
え
得
る
資
料
で
あ
る
。

出
土
し
た
石
器
及
び
採
梨
さ
れ
た
石
器
は
石
鐵
か
最
も
多
く
‘

形
の
も
の
。

18
1
20
の
よ
う
に
縄
文
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

15
は
三
角
形
の
石
鎌
で

一
部
欠
損
し
て
い
る
。

10
は
先
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

21
を
除
い
て
他

は
全
て
採
船
品
で
あ
り
‘

石
鏃

（第
20
図
l
|
1
5

石
匙
か
こ
れ
に
次
ぎ
、

7
.
1
0
は
三
角
形
の
底
辺
か
ゆ
る
や
か
に
内
彎
し
た
石
銚
で
、

1
.
8
.
9
.
13
は
さ
ら
に
内
彎
し
た
も
の
で
、

2
1
6
.11
.
1
2
.
1
3
は
三
角
形
の
底
辺
の
中
央
部
の
み
に
袂
入
り
か
施
さ
れ
た
よ
う
な
石
鎌
で

4
は
両
面
共
に
庖
滅
さ
れ
て
丸
味
を
帯
び
て
い

先
端
部
を
欠
捐
し
た
も
の
で
‘
甚
部
か
舌
状
に
尖
っ
て
い
る
。
現
長
五

・
ニ
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル‘

18
は
縦
形
の
も
の
で
‘

他

は
横
形
の
石
匙
で
あ
る
。

B

石
器

全
体
的
に
み
て
諸
磯
A
式
の
時
期
に
比
定
さ
れ
る
土
器
で
あ
る
。

25
は
薄
手
で
細
か
い
爪
形
文
を
有
し
、

北
白
川
下
層
式
に
似
た
要
素
を
も
っ
て
い
る
。

22
は
黒
褐
色
、

23
は
黄
褐
色
、

24
は
褐
色
を
呈
す
る
。

は
15
か
褐
色
、

1
6
1
9
.
2
0
か
黒
褐
色
、

17
.
1
8
.
2
1
は
橙
褐
色
を
呈
す
る
。

ー
は
先
饂
部
を
‘

8
は
脚
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

吐
質
頁
岩
製
で
あ
る
。

21
は
石
匙
の

一
端
を
尖
ら
せ
て
石
錐
に
使
用
し

こ
の
他

に
凹
石
、
石
皿
な
ど
が
あ
る
。

17
は
胎
土
中
に
長
石
粒
を
多
量
に
含
む
。
色
調

24
も
同
様
で
あ
る
。

7
は
完
形
の
小

い
ず
れ
に
し
て
も
前
期
の
も
の
で
あ
る
。
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周

辺

の

遺

跡

第23図

和
原
と
は
芝
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
る
。

上
柚
野
・
定
林
寺

（
じ
ょ
う
り
ん
じ

い
う
の

ゞ

「
静
岡
県
史
」
に
あ
る
オ
マ
コ
メ
と

利

B
式
の
も
の
は
同
色
又
は
黒
褐
色
で
‘
前
者
に
比

べ
若
干
薄
手
に
な
り

器石製磨土出林森

2
 

次
い
で
三
三
年
に
な
っ
て
、
小
野
真

一
氏
か
西
山
及
び
大
久
保
附
近
を
踏
査
さ
れ
、
地
元
の
岡
田
芳
龍
氏
の
案
内
を
経
て
、
大
久
保
の
向
ヶ
谷

戸
、
西
山
の
小
塚
な
ど
の
遺
跡
を
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
山
下
條
の
農
家
で
尖
頭
器
様
の
石
器
を
見
付
け
‘

実
見
さ
れ
て
い
る
。
翌
三
四
年
に
な
る
と
‘
佐
藤
民
雄
‘
中
野
国
雄
‘
小
野
真
一
の
三
氏
に
よ
っ
て
芝
川
流
域
一
帯
の
踏
査
か
な
さ
れ
‘

上
柚
野
の
中
オ
を
は
じ
め
下
柚
野
の
東
原

I
、
同

II
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
前
後
し
て
中
野
国
雄
氏
に
よ
り
大
久
保
の
大
明
神
・

若
宮

・

羽
鮒
の
羽
行
平
•
坂
本
・
上
羽
鮒
長
貰
の
砂
原
•
南
原

・

橋
場
・
宮
ケ
谷
戸
な
ど
の
諸
遺
跡
が
次
々
に
発
見
さ
れ
て
い
っ
た
。
内
房
地
域

に
お
い
て
も
‘
稲
垣
甲
子
男
氏
に
よ
っ
て
本
城
寺

・
大
嵐
な
ど
か
発
見
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
四
三
年
以
後
に
な
る
と
地
元
在
住
者
に
よ
る
踏
査
か
始
り
、
翌
年
小
野
真

一
氏
を

i

一
度
に
わ
た
っ
て
迎
え
、
新
遺
跡
を
多
く
発
見
し

そ
の
後
「
芝
川
町
誌
」

の
編
集
の
仕
事
か
始
り
、
更
に
新
発
見
の
遺
跡
も
あ
っ
た
の
で
、

さ
ら
に
岡
田
氏
所
蔵
の
遺
物
を

芝
川
上
流
の
右
岸
に
あ
っ
て
、
縄
文
後
期
の
土
器
片
を
出
土
し
た
。
堀
ノ
内
式
の
も
の
は
一
般
に
厚
手
で
、
褐
色
又
は
暗
褐
色
で
あ
り
、

加
曽

滑
沢
が
あ
る
。
又
内
面
に
文
様
が
付
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
又
こ
の
近
く
で
弥
生
の
壺

が
出
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
実
見
し
て
い
な
い
。
（
第

24
図
参
照
）

上
柚
野
•
和
原

（
わ
は
ら
）

（芝
川
流
域
の
遺
跡
）

た
の
で
、
錐
者
ら
か
駿
豆
考
古
に
発
表
し
た
次
第
で
あ
る

（注
2
)

こ
の
機
会
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

四

は
こ
こ
の
こ
と
で
、
後
期
の
大
洞
式
に
併
行
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
て
い
る
。

焼
成
も
良
く

こ
の
時





第

六

箪

nー
の

、J

刀一

6

上
柚
野
・
天
神

（
て
ん
じ
ん

逍

跡

以
上
の
よ
う
に
‘
本
逍
跡
は
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
の
各
時
代
に
ま
た
か
る
複
合
追
跡
で
あ
る
。

(2
2
.
2
4
図
参
照
）

併
行

か
見
ら
れ
る
か

須
忠
器
の
中
に
は
蓋
に
つ
ま
み
の
あ
る
も
の
か
あ
り
‘
七
世
紀
代
の
も
の
と
息
わ
れ
る
。

ら
れ
今
日
も
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

加
曽
利

E
式
土
器
と
打
製
石
斧
を
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
柚
野
中
学
校
に
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
打
製
石
斧
一
本
か
保
管
さ
れ
て
い
る
。
静
岡
県

史
に
見
え
る
カ
ラ
沢
は
こ
こ
の
こ
と
で
、
中
野

•
小
野
両
氏
ら
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
。

中
野
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
加
曽
利

E

式
土
器
と
打
製
石
斧
•
石
録

•

石
皿

・

経
石
を
出
し
た
と
い
う
か
‘
筆
者
ら
は
確
認
し
て
い
な
い
。

尚
ヵ
ミ
ヤ
沢
と
い
う
家
号
の
稲
葉
太
郎
氏
の
家
に
‘
弥
生
時
代
の
も
の
と
息
わ
れ
る
大
形
磨
製
石
斧
か
保
管
さ
れ
て
い
る
。

県
史
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
古
い
逍
跡
で
あ
る
が
‘

三
六
年
六
月
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
建
設
工
事
の
た
め
‘

こ
の

二
度
の
工
事
に
よ
っ
て
多
量
の
逍
物
か
出
た
。
幸
い
遺
物
は
工
事
主
催
者
に
よ
っ

っ
て
柚
野
小
•
中
学
校
に
寄
贈
せ
ら
れ
‘
当
時
の
柚
野
中

学
校
長
で
あ
っ
た
中
村
利
夫
氏
は
‘

小
野
真

一
氏
を
招
い
て
‘

逍
物
は
‘
縄
文
•
弥
生
•
土
師

・

須
恵
の
土
器
片
や
石
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

c

堀
之
内
式
の
土
器
片
‘

及
び
加
曽
利

EIII式
の
深
鉢
形
土
器
破
片
‘

っ
た
。
更
に

三
八
年
五
月
に
も
再
度
の
工
事
か
あ
り

5

上
柚
野
・
辻

（つ

じ

4

上
柚
野
•
森
林
（も
り
ば
や
し

3

上
柚
野
・
中
オ

（な
か
つ
さ
い

四
五

そ
の
記
録
保
存
に
努
め

ま
ず
縄
文
は
勝
坂
式
•
加
曽
利

E
I

式

•
同
I
I
I式
・

堀
之
内
式
の
小
型
土
器
と
打
製
石
斧
及
び
駈
製
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。
弥

生
時
代
の
も
の
は
‘
網
代
底
を
有
す
る
深
鉢
形
ま
た
は
魏
形
土
器
か
あ
り
‘
中
期
の
有
東
式
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の
壺
形
土
器
の
破
片

も
あ
り
、
他
に
後
期
終
末
の
台
付
甕
形
土
器
の
台
部
か
出
土
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
土
帥
器
・
須
恵
器
は
‘

土
師
器
の
中
に
大
廓
式
（
五
領
式

一
部
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

（第
23
図
参
照
）
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六

草

11

西
山
・
小
森

（
こ
も
り

周

辺

の

遺

跡

思
わ
れ
る
土
器
片
か
採
集
さ
れ
た
。

四
七

辻
逍
跡
の
東
方
で
芝
川

の
右
岸
に
あ
る

。

望
月

一
雄
氏
宅
の
庭
先
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
‘
加
曽
利

E
I

式
•
同
I
I
式
及
び
堀
之
内
I
I
式
な
ど

一
般
に
焼
成
良
く
‘
胎
土
は
軟
弱
で
、
磨
滅
か
ひ
ど
い

。
色
は
赤
褐
色
ま
た
は
暗
褐
色
で
あ
る
。

（第

25
図
参
照
）

佐
藤
民
雄

・
中
野
国
雄

・
小
野
真

一
の
三
氏
か
踏
査
し
た
際
‘
低
い
台
地
上
で
発
見
し
、

小
野
氏
が
楕
円
押
型
文
土
器
を
採
集
さ
れ
た
。
遺
跡

下
柚
野
・
東
原

B

前
記
三
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
A
遺
跡
の
南
方
に
あ
り
、
中
野
氏
が
中
期
の
土
器
片

（加
曽
利

E
式
）

の
後
柚
野
中
学
校
の
生
徒
に
よ

っ
て
褐
色
で
焼
成
の
良
い
勝
坂
式
の
土
器
片
か
採
集
さ
れ
た
。

猫
沢
•
上
ケ
谷
戸

式
等
の
土
器
や
打
製
石
斧
を
採
集
し
た
か
、

堀
之
内
式
土
器
な
ど
、
我
々
の
採
集
品
と
若
干
時
代
差
の
あ
る
も
の
か
保
管
さ
れ
て
い
る
。
他
に
同
家
で
は
‘

な
ど
を
採
集
し
た
と
い
う
が
、

そ

芝
川

へ
流
れ
る
沢
沿
い
に
あ
り
、
富
士
宮
市
と
の
境
附
近
に
存
在
す
る
。
縄
文
中
期
の
加
曽
利
E
I

式
•

同
I
I
式

•

同
m

式
‘
後
期
の
堀
之
内

猫
沢
の
佐
野
文
三
氏
宅
に
は
‘
定
角
石
斧
三
個
を
始
め
石
匙

・
打
製
石
斧

・
有
頭
石
捧
谷

一個
と
‘

西
山
の
西
端
に
あ
り
、
久
保
神
社
を
中
心
に
狭
い
範
囲
か
ら
遺
物
が
採
取
さ
れ
た
。
遺
物
も
ご
く
少
量
で
、
縄
文
後
期
の
称
名
寺
式
併
行
か
と

西
山
本
f
l
l寺の
坊
の

一
っ
‘
妙
円
坊
の
庫
裏
建
設
中
に
出
土
し
た

。

尖
頭
器
や
有
舌
尖
頭
器
•
石
鎌
な
ど
で
土
器
は
伴
な
わ
な
か
っ
た
。
層
位

10

西
山
・
久
保

（に
し
や
ま
く
ほ

へ
寄
附
し
た
と
い
う
。

（第
22
図
1
及
び
第
26
図
参
照
）

，
 

（う
え
が
や
と

8
 

（
ひ
か
し
ば
ら

B

は
ご
く
小
規
模
で
遺
物
も
少
な
い
。

7

下
柚
野
・
東
原

A

（
ひ
が
し
ば
ら

A
)

の
土
器
片
か
あ
り

石
鏃
や
壺
形
土
器
を
柚
野
中
学
校
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西
山
・
踊
場
A

森
山
の
東
側
に
あ
り
、
広
い
平
担
地
で
あ
る
が
、
遺
物
は
そ
の

一
部
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
た
。
厚
手
の
褐
色
ま
た
は
暗
褐
色
の
土
器
片
で
あ
る
。

西
山
・
踊
場
B

前
記
A
遺
跡
の
や
や
西
北
の
安
居
山
用
水
沿
い
に
あ
り
、
同
様
の
遺
物
と
黒
耀
石
の
石
鎌
か
出
た
。

本
調
査
の
行
な
わ
れ
た
遺
跡
で
、
森
山
の
南
側
の
丘
陵
地
に
あ
る
。
遺
物
は
‘
本
調
査
以
外
は
‘
縄
文
早
期
の
楕
円
押
型
文
土
器
や
絡
縄
帯
圧

痕
文
土
器
な
ど
で
、

な
か
に
前
期
の
半
載
竹
管
文
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

A
遺
跡
の
北
側
に
あ
り
、

文
な
ど
が
見
ら
れ
‘

そ
の
他
鵜
ケ
島
台
式
の
土
器
や
‘
獣
面
把
手
の
あ
る
諸
磯
B
式
土
器
が
出
た
。
本
来
A
と
B
の
両
遺
跡
は

―つ

だ
っ
た
よ
う

で
、
両
者
の
間
は
‘
近
年
ま
で
沼
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

B
遺
跡
の
更
に
北
方
に
あ
る
。

A
遺
跡
の
東
側
に
あ
り
、
面
積
は
狭
い
が
、
大
量
の
墨
耀
石
製
石
仇
か
採
集
さ
れ
た
。

又
遺
跡
の
西
端
で
現
在
山
道
と
な
っ
て
い
る
所
に
‘
焼
土
か

ニ
ケ
所
露
出
し
て
い
る
。

西
山
・
下
垣
戸

周

辺

の

遺

跡

（し
も
が
い
と
）

17

西
山
・
小
塚

D

（
こ
づ
か

D
)

16

西
山
・
小
塚

C

（
こ
づ
か

C
)

は
と
ん
ど
同
時
期
の
縄
文
時
代
の
も
の
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
爪
形
文
を
有
す
る
も
の
や
刻
み
目
の
あ
る
細
隆
起
線

土
器
片
は
少
量
で
、
時
期
も
判
明
し
な
い
が
、

15

西
山
・
小
塚

B

（
こ
づ
か

B

14

西
山
・
小
塚
A

（
こ
づ
か

A
)

13 

（お
ど
り
ば

B
)

12 

（
お
ど
り
ば

A
)

が
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

（第

25
図
3
3
.
3
4
及
び
第

22
図
4
参
照
）

石
器
は
石
銭
や
石
匙
な
ど
が
あ
る
。

四
九

黒
耀
石
製
の
石
鈴
は
‘
前
期
の
特
徴
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（第

2
2
.
2
5
図
参
照
）











県
遺
跡
地
名
表
に
子
母
口
式
・
茅
山
式
•
木
島
式
•
加
曽
利
E

式
な
ど
の
土
器
の
出
土
か
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
ら
の
調
査
で
は
確
認
す

2
4
羽
鮒
•
平
野
（ひ
ら
の

）

坂
本
部
落
の
神
社
と
寺
に
挟
ま
れ
た
所
の
畑
地
を
中
心
に
拡
が
っ
て
い
る
。
土
器
は
中
期
の
柏
窪
式
又
は
阿
玉
台
式
に
似
た
手
法
を
も
つ
も
の

及
び
加
曽
利
E
I
.
I
l
.
m

式
等
か
出
土
し
た
。
ま
た
石
器
類
は
、
打
製
石
斧
•
石
錘
な
ど
か
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

2
3
羽
鮒
•
坂
本

（
さ
かも
と
）

前
記
大
明
神
の
南
方
で
、
同
様
の
小
丘
上
に
あ
る
。
こ
の
小
丘
上
に
若
宮
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
小
祠
が
あ

っ
た
た
め
‘

は
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
土
器
片
を
少
量
採
集
し
た
が
、
中
野
氏
は
茅
山
式
土
器
の
出
土
地
と
し
て
県
の
遺
跡
地
名
表
に
載
せ
て
い
る
。

2
2
大
久
保
•
若
宮

（
わ
か
み
や
）

の
土
器
片
が
出
土
し
た
。

（第
27
図
参
照
）

21

大
久
保
・
大
明
神

（
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
）

薄
手
の
も
の
が
あ
り
、
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

向
ヶ
谷
戸
遺
跡
と
県
道
を
挟
ん
だ
東
側
の
芝
川
沿
い
に
あ
り
、
小
さ
な
台
地
状
の
所
に
あ
る
。
出
土
し
た
土
器
片
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
硬
質
の

現
在
の
大
久
保
部
落
よ
り
低
い
所
に
あ
る
。
周
囲
を
水
田
に
囲
ま
れ
た
段
丘
上
で
、

2
0
大
久
保
•
東
久
保

（
ひ
が
し
く
ぽ
）

器
も
出
て
い
る
。
石
器
は
打
製
の
石
斧
や
石
錘
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

芝
川
の
右
岸
県
道
脇
に
あ
り
、
中
期
の
勝
坂
•
加
曽
利

I
.
I
I
.
m

式
土
器
を
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
口
辺
近
く
に
大
き
な
爪
形
を
つ
け
た
土

1
9
大
久
保
•
向
ケ
谷
戸

（
む
こ
う
が
や
と
）

中
野
国
雄
氏
に
よ
り
、
県
の
遺
跡
台
帳
に
登
載
さ
れ
‘
茅
山
式
土
器
を
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
筆
者
ら
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
。

第

六

章

周

辺

の

遺

跡

（第
27
図
参
照
）

こ
の
名
が
あ
る
。
箪
者
ら

明
る
い
褐
色
ま
た
は
灰
褐
色
を
し
た
器
肉
の
硬
緻
な
後
期

（第
27
図
参
照
）

五
四



第

六

章

周

辺

の

逍

跡

富
士
川
の
右
岸
で
、
同
川
の
段
丘
上
に
あ
る
。

こ
の
近
く
に
日
蓮
宗
の
名
刹
長
遠
山
本
成
寺
と
い
う
寺
が
あ
る
た
め
遺
跡
名
と
な

っ
た
。
少
量

3
0
内
房
•
本
成
寺

（ほ
ん
じ
ょ
う
じ

）

橋
場
部
落
の
北
側
に
あ
り
、
打
製
石
斧
が
採
集
さ
れ
た
。

2
9
長
貫
•
橋
場

（は
し
ば

）

（
第
22
図
3
及
び
第
2
8
.
2
9
図
参
照
）

上
長
貫
部
落
の
北
端
の
小
高
い
所
に
あ

っ
て
、
加
曽
利
E
m

式
土
器
及
び
打
製

石
斧

•

石
鎌
・
磨
石

•

石
皿
の
出
土
が
記
録
さ
れ
て
い
る

。

楠
金
部
落
の
南
側
で
、
富
士
川
の
初
期
段
丘
上
に
あ
る
。
古
く
か
ら
多
量
の
遺
物
を
出
土
し
て
お
り
、

同
所
の
佐
野
保
彦
氏
宅
に
は
‘

石
匙
・
打
製
石
斧
及
び
「
く
」

加
曽
利

E
I
式
の
古
い
も
の
で
、
小
野
真
一

氏
の
設
定
し
た
入
谷
平
I
式
に
当
る
も
の
や
、同

II
式
に
当
る
加
曽
利

I
式
及
ぴ
同

II
式
・
同
IIl
式‘

そ
れ
に
富
士
宮
市
の
千
居
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
よ
う
な
「
ハ
」

2
8
長
貫
•
南
原

（み
な
み
は
ら

）

27 門
野
の
大
家
の
前
の
桑
畑
か
ら
、
堀
之
内

I
式
土
器
と
石
匙
を
採
集
し
た
。
町
内
の
遺
跡
と
し
て

一
番
標
高
の
高
い
所
に
あ
る
。

長
貫
•
宮
ケ
谷
戸

（
み
や
が
や
と
）

26

上
稲
子
・
門
野

（か
ど
の
）

（富
士
川
・
稲
子
川
流
域
の
遺
跡
）

芝
川
の
下
流
の
右
岸
に
あ
り
、

加
曽
利
E
式
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
ら
し
い
。
県
の
遺
跡
地
名
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

2
5
長
貫
•
砂
原
（す
な
は
ら

）

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

の
字
形
の
異
形
石
器
や
尖
頭
器
等
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。

五
五

土
器
片
は
‘
柏
窪
式

・

の
字
形
文
様
の
土
器
片
な
ど
、
中
期
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

「
静
岡
県
史
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。



1
・
中
野
国
雄
「
吉
原
周
辺
の
原
始
時
代
」

（第
二
報
）
吉
原
市
史
研
究
資
料
2
号。

昭
和
29
年
。

（注
）

3
5
内
房
•
仲
上

（な
か
か
み

）

3
4
内
房
•
和
平

（わ
だ
い
ら

）

巡
沢
部
落
の
西
側
で
大
和
沢
と
い
う
沢
に
沿

っ
て
存
在
す
る
。
竹
林
を
挟
ん
で
南
側
に
あ
り
、
無
文
の
縄
文
式
土
器
が
出
土
し
た
。

（や
ま
と
ざ
わ
B
)

A
遺
跡
と
同
様
の
地
形
で
、
同
じ
よ
う
な
綱
文
式
の
無
文
土
器
か
出
土
し
た
。

仲
部
落
と
大
嵐
部
落
の
中
間
に
あ
り
、
南
向
き
の
丘
陵
平
担
地
で
あ
る
。
従
来
は
大
嵐
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
正
式
の
地
名
を
採
り
「
駿
豆

考
古
」
第
九
号
上
で
、

こ
の
名
に
改
め
た
。
遺
物
は
か
な
り
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
早
く
か
ら
採
集
さ
れ
て
い
た
。
中
期
の
加
曽
利

E
I
式
土
器
や

後
期
の
堀
之
内
式
・
弥
名
寺
式
併
行
土
器
な
ど
が
出
土
し
、

前
記
和
平
の
下
方
‘
仲
部
落
近
く
に
あ
る

。

後
期
と
思
わ
れ
る
少

量
の
土
器
片
か
出
土
し
た

。
（唐
紙

―
修
•
佐
野
文

孝
）

2
•

唐
紙

―
修
•
佐
野
文
孝
「
富
士
郡
芝
川
町
の
遺
跡
」
駿豆
考
古
第
九
号

33

内
房
・
大
和
沢

B

32

内
房
・
大
和
沢
A

（
や
ま
と
ざ
わ

A
)

゜

い
る

土
器
片
は
薄
手
硬
質
で
縄
文
後
期
の
も
の
ら
し
い
。

白
鳥
山
の
丘
陵
端
で
、
相
沼
部
落
の
氏
神
浅
間
神
社
の
裏
手
に
あ
る
。
現
在
は
畑
地
で
あ
る
が
、
少
量
の
土
器
片
と
打
製
の
石
斧
が
出
土
し
て

31 

内
房
•
上
ノ
山

（う
え
の
や
ま

）

（境
川
・
稲
瀬
川
流
域
の
遺
跡
）

の
土
器
片
を
出
土
し
て
い
る
が
、
時
期
は
不
明
。

第

六

章

周

辺

の

遺

跡

昭
和
45
年
。

石
器
は
多
く
の
石
捧
や
磨
製
石
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（第

28
図
参
照
）

五
六



第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
逍
物

扇
平
B
遺
跡

（三
島
市
‘
地
図
巡

7
)
ー
第
34
図
10

部
を
欠
捐
し
て
い
る
。
全
長

四

．
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
県
さ
れ
て
い
る
。

‘良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
刃
部
の

五
七

観
音
原
遺
跡

（三
島
市
、

地
図
巡

10
一
ー
第
34
図
9

れ
て
い
な
い
。

れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
あ
る
。
し
か
し
定
形
化
さ
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
は
採
集
さ

第
34
図
1
.
2
の
ご
と
く
剥
片
の

一
部
に
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部
加
工
か
施
さ

は

地
図
の
は
か
第
七
章
の
地
名
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

選
び
、
実
測
図
を
中
心
に
紹
介
し
て
、
対
比
の
資
料
と
し
、
ま
た
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

一
応
逍
跡
別
に
こ
く
簡
単
に
解
説
を
付
す
が

問
上
無
視
で
き
な
い
良
好
な
賓
料
が
き
わ
め
て
多
い

。

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物
‘
す
な
わ
ち
旧
石
器
の
発
見
は
近
年
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

大
急
ぎ
で
ま
と
め
た
た
め
‘
市
町
村
別
に
必
ず
し
も
整
然
と
記
述
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
お
許
し
願
い
た
い
。
な
お
各
遺
跡
の
所
在
地

に
つ
い
て

扇
平
A

遺
跡

（
三島
市
‘
地
固
郎
6

)
ー

第
3
3図
l
1
8
•

第
3
4図
1
1
8

幅
広
の
剥
片
を
主
と
す
る
逍
跡
で
、
全
て
粗
質
の
黒
耀
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

述
部
を
欠
損
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
現
長
ニ

・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
娃
質
頁
岩
製
。

扇
平

c遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
油

8
)
ー
第
34
図
11

安
山
岩
製
の
揉
錐
器

一
点
が
採
梨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
‘
剥
片
の
周
縁
部
に

細
部
加
工
を
施
し
‘

一
部
を
突
出
さ
せ
て
錐
部
と
し
、
錐
部
の
断
面
形
は

D
字
状

を
な
し
て
い
る
。
全
長
四

•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

観
音
洞
遺
跡

（三
島
市
‘
地
図
蜘

9
)
ー
第
34
図
12
、(
1
4

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、

12
は
安
山
岩
系
石
材
製
、

1
3
.
1
4
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。
12
は
全
長
ニ

・

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

13
は
甚
部
を
若
干
欠
損
し
て
お
り
現
長
ニ

・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
14
は
全
長
ニ

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

第

七

章

そ
こ
で
こ
の
小
塚
遺
跡
の
報
告
に
際
し
て
‘
当
地
方
の
旧
石
器
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

そ
の
多
く
は
表
面
採
集
で
あ
る
か
、
学



八
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

コ
ス
ゲ
A
遺
跡

地
図
郎

1
)
ー
第

35
図
1

安
山
岩
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
か
採
躾
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
調
整
打
而

と
打
瘤
を
有
し
、
先
端
部
と
基
部
に
若
干
の
刃
潰
し
剥
離
か
な
さ
れ
て
い
る
。
全

長
四
•
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。

コ
ス
ゲ
B
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

2
)
ー
第

35
図
2

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
‘
掻
器

一
点
‘
剥
片
三
点
か
採
巣
さ
れ
て
い
る
。
全
て
安

山
岩
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

2
は
基
部
を
欠
損
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
で
現
長
ニ

・

七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

3
は
剖
片
の

一
端
に
細
部
加
工
の
施
さ
れ
た
掻
器
で
、

全

長
五

•

一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

。

4
.
5

は
剥
片
で
あ
る
。

ナ
ー
ゴ
山
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

5
)
ー
第

35
図
6
1
8

中
林
山
逍
跡
・

萩
ケ
窪
遺
跡
と
も
呼
ば
れ
‘
ナ
イ
フ
形
石
器
が
三
点
採
巣
さ
れ

て
い
る
。

（三
島
市
‘

6
.
8
は
良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
7
は
安
山
岩
製
で
あ
る
。

6
は‘

剖

片
を
斜
め
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
て
脊
部
と
し
て
お
り
、
全
長
三

・
七

セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
‘

7
は
剥
片
の
片
緑
辺
を
弧
状
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
‘
先
端
部
と
粘
部

．
を
尖
ら
せ
て
あ
る
。
全
長
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

8
は
先
端
部
を
欠
損
し
て
お
り
‘

基
部
裏
訓
に
は
内
樹
し
た
剥
片
が
平
ら
に
な
る
様
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
現
長
二

三
島
辻
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
悔

3
)
ー
第

35
図
9

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
集
さ
れ
て
お
り
‘
黒
耀
石
の
円
礫
よ
り
剥
離
さ
れ
た

剥
片
か
ら
‘
ナ
イ
フ
形
石
器
を
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
の
が
た
る
自
然
面
を

一
部
に
有
す
る
。
全
長
三

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

鎌
ケ
沢
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

11
)
ー
第

35
図
1
0
.
1
1

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
逍
物

山
中
D
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
、
地
図
畑

15
)
ー
第

35
図

15

製
。
全
長
九

・
七
セ

ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

尖
頭
器
が
二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

10
は
片
伽
加
工
の
尖
頭
器
で
全
長

一
・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
黒
耀
石
製
。

11
は
両
面
加
工
の
柳
葉
形
の
尖
頭
器
で
安
山
岩

山
中
A
遺
跡

（仮
称
三
島
市
‘
地
固
悔
12
)
I
第

35
図
12

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
第
さ
れ
て
い
る
。
全
長
三
•
四
セ
ン
チ
メ

ー

ト
ル

で

良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

願
合
寺
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

13
)
ー
第

35
図

1
3
.
1
4

ナ
イ

フ
形
石
器
一
点
と
尖
頭
器

一
点

•
細
石
核
一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る

。

1
3

は
片
而
加
工
の
尖
頭
器
で
全
長
ニ

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
安
山
岩
系
石
材
製
。

14
は
黒
耀
石
製
の
円
錐
形
細
石
核
で
十
数
条
の
剥
離
痕
を
有
す
。

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
躯
さ
れ
て
い
る
。
黒
耀
石
製
の
切
出
形
ナ
イ
フ
形
石

器
で
、
全
長
二
•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

笹
原
D
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市

‘

地
図
蜘
1
6)
—

第
3
5因
1
6

黒
耀
石
製
の

ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
片
縁
辺
の
み
に
刃
潰

し
剥
離
が
施
さ
れ
て
お

り
‘

全
長
二
•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。
黒
耀
石
製
。

山
中
C
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
‘
地
図
油

14
)
|
3
5
図
1
7
1
1
9

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
と
尖
頭
器

一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る
。

17
は
全
長

ニ
・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
で
安
山
岩
製

。

1
8は
全
長

一
・
九
セ
ン
チ
メ

—
ト

ル
で

粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
り
、

19
は
半
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
、
現
長
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
娃
質
頁
岩
製
。

五
八



海
老
ノ
木
平
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
油

17
)
ー
第

36
図

1
1
6

ナ
イ
フ
形
石
器
四
点
と
尖
頭
器

一
点
‘
細
石
核

一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る
c

ナ

イ
フ
形
石
器
は
4

が
先
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
が

、

他
は
完
形
•
石
材
は
1
.
2

•
4

が
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
‘3
が
安
山
岩
系
石
材
製
で
あ
る
。5
は
粗
質
の
黒
耀

石
製
で
‘
剥
片
の
両
緑
辺
を
細
部
加
工
を
施
し
た
半
両
訓
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。

全
長
四
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

6
は
半
円
錐
形
の
細
石
核
で
、
七
条
の
剥
離
痕

御
座
松
遺
跡

（
三
島市
‘
地
図
油
1
8)
—

第
3
6図
7
1
1
2

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
と
掻
器
二
点

·
彫
器
一
点

•

石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い

る
。

7
.
8
.
1
0
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
い
ず
れ
も
基
部
か
先
端
部
を
欠
損
し
て

お
り
、

7
.
8
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

9
は
小
形
の
拇
指
状
掻
器
で

一
端

に
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
良
質
の
黒
耀
石
製
で
全
長
ニ

・
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
レ
°

J
 

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

11
は
彫
器
で

一
端
が
‘
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻
面
を
な
し
て
い
る
。
全

長
五

•

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。

娃
質
頁
岩
製
。
1
2は
良
質
の
黒
耀
石
製
の
石
核
で

ト
ビ
ノ
ス
遺
跡

（
三
島市
、
地
図
邸
1
9)
ー

第
3
6図
1
3
1
1
7
•第
3
7図
1
1
8

ナ
イ
フ
形
石
器
八
点
と
尖
頭
器
五
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

36
図

1
3
1
1
7
.

第
3
7図
1
1
3

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
五

•

八
ー
三

•

三
セ
ン
チ
メ
—
卜

ル
と
や
や
大
き
い
が
、
形
状
は

一
定
で
は
な
い
。
石
材
も
祖
質
の
黒
耀
石
製
が
三

点
、
安
山
岩
製
三
点
・
良
質
の
黒
耀
石
製
二
点
と
統

一
性
が
な
い

。
第

37
図

4
1

8
は
尖
頭
器
で
‘

4
は
片
面
加
工
‘

8
は
半
両
面
加
工
で
他
は
両
面
加
工
の
尖
頭

器
で
あ
る
。

あ
る
。

を
有
す
。

馬
場
遺
跡

（
三島
市
‘
地
図
蜘
2
0)
ー
第

3
7図
9
1
2
2
•第
3
8図
l

ナ
イ
フ
形
石
器
十
点
と
尖
頭
器
五
点
か
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

37
図

9
1
1
8
は

ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
は
と
ん
ど
ニ
ー

三
セ
ン
チ
メ

—
ト
ル

前
後
で
小
形
の

も
の
で
あ
る

。

第
3
7図
1
9
1
2
2
•

第
3
8図
l

は
尖
頭
器
で
、
第
3
7図
1
9
.
2
0
は
片

而
加
工
、

21
は
半
圃
而
加
工
で
、
第

37
図

22
と
第

38
図

1
は
両
面
加
工
の
尖
頭
器

で
あ
る
。

庚
申
松
遺
跡

（
三島
市
、
地
図
艇
2
1)
ー

第
3
8図
2
1

2
6
•第
3
9図
1

1

1
9
.

一
般
に
小
形
の
も
の
で
‘
器
長
は
四

•

三
ー

ニ
•
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
と
形
状
も
パ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
い
る
。
石
材
は
良
質
の
黒
耀
石
が
最
も
多

•
く

用
い
ら
れ
‘
粗
質
の
黒
耀
石
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
安
山
岩
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
第

39
図

1
1
1
1
3
は
尖
頭
器
で
‘
祖
い
両
面
加
工
の
も
の

一
点
と
‘
剥
片
等
の

周
緑
に
浅
い
加
工
を
施
し
た
も
の

二
点
が
あ
り
‘
い
ず
れ
も
安
山
岩
製
で
あ
る
。

第

39
図

9
.
1
0
は
細
石
刃
で
、
い
ず
れ
も
表
而
に

二
条
の
稜
線
を
有
す
る
。
黒
耀

石
製
、
第

39
図

1
4
1
1
7
は
掻
器
で
、
い
ず
れ
も
内
俯
し
た
剥
片
の

一
端
に
細
か
い

細
部
加
工
を
施
し
て
刃
部
と
し
‘

一
部
に
は
袂
入
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的

小
形
の
拇
指
形
掻
器
で
あ
る
。
第

39
図

18
は
彫
器
で
、
剥
片
の
周
縁
に
細
部
加
工

を
施
し
、
そ
の
一
端
よ
り
安
山
岩
製
‘
三
条
の
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻
面
を
成

し
て
い
る
。
第

3
9図
1
9
•第
4
0図
1
.
4

は
石
核
で
、
半
円
筒
形
石
核
で
あ
り
‘

第

39
図

19
と
第

40
図

4
は
上
下
に
調
整
打
面
を
有
す
る
。
第

40
図

2
.
3
は
細
石

核
で
、

2
は
半
円
錐
形
‘

れ
て
お
り

五
九

3
は
円
錐
形
を
呈
す
る
。
共
に
黒
耀
石
製
。

第
3
8図
2
1
2
6•
第
3
9図
1
1
8

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で

第

40
図
1
1
4

二
十
三
点
採
船
さ



で
あ
る
。

台
崎
A
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
細

22
)
ー
第

40
図
5
.
6

5
.
6
共
に
ナ
イ
フ
形
石
器
で
‘

6
は
三
島
市
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を

転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

6
は
黒
耀
石
製
。

5
は
珪
質
頁
岩
製
。

台
崎

c遺
跡

（三
島
市
、
地
図
巡
23
)
ー
第

40
図
7

粗
質
の
黒
耀
石
製
ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
第
さ
れ
て
い
る
●
剥
離
に
統

一
性

の
な
い
剥
片
の

一
部
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

赤
松
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
悔
24
)
I
第

40
図
8
.
9

尖
頭
器

一
点
と
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
尖
頭
器
は
粗
い

剥
離
で
面
両
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
片
側
縁
部
が
ふ
く
ら
み
を
も
つ
も
の

カ
シ
ラ
ガ
シ
遺
跡

（三
島
市
、

地
図
巡
26
)
ー
第
40
図
1
0
.
n

ナ
イ
フ
形
石
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

に
若
干
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い

る。

剥
片
の
片
側
縁
部
は
粗
い
加
工
に
よ
っ
て
刃
部
と
し
て
い
る
。

奥
山
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
巡

25
)

第

七

章

10
は
黒
耀
石
製
で
碁
部
と
先
端
部

11
は
娃
質
頁
岩
製
で

ー
第

40
図
1
2
|
1
5

12
は
比
較
的
大
き
い
切
出
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で

1
3
1
1
4
は
小
形
の
ナ
イ
フ
形

石
器
で
あ
る
。
す
べ
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

北
原
遺
跡

（
三島
市
‘
地
図
巡
2
7)
ー

第
4
1図
1
ー

2
4
•第
4
2図
1

ナ
イ
フ
形
石
器
二
十
点
と
尖
頭
器

一
点
·

袂
入
り
削
器

一
点

•

石
核
二
点
が
採

集
さ
れ
て
い
る
。
第
41
図
l
1
1
7
.
1
9
1
2
1
は
ナ
イ

フ
形
石
器
で
‘
器
長
は
四

・

八
ー

ニ

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
四
セ
ン
チ
以
上
の
器
長
の
ナ
イ
フ
形
石
器
か

多
く
‘

比
較
的
大
き
い
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
形
状
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み‘

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

良
質
の
黒
耀
石
製
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
第
41
図
24
は
粗
質
の
黒
曜
石
製
の
尖
頭

器
で
、
剥
片
の
両
側
縁
部
よ
り
片
方
へ
剥
離
を
施
し
た
半
両
面
加
工
の
尖
頭
器

で
下
半
を
欠
損
し
て
い
る
。
第
41
図
22
は
剥
片
の

一
部
に
挟
入
り
を
施
し
た
扶
入

り
削
器
で
チ
ャ
ー
ト
製
。
第
41
図
1
8
.
2
3
、
第
42
図

1
は
半
円
筒
形
の
石
核
で
、

調
整
打
面
を
有
し
、
五
ー
十
条
の
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
第
41
図

23
は
珪
質
頁

岩
製
。

18
は
安
山
岩
製
、
第

42
図
1
は
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

初
音
ケ
原
A
遺
跡

（三
島
市
、
地
図
郎

28
)
ー
第

42
図
2
1
1
8

ナ
イ
フ
形
石
器
十
五
点
と
掻
器
二
点
か
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

42
図

2
1
1
6
は

ナ
イ
フ
形
石
器
で
器
長
‘
形
状
も
変
化
に富
む
。

器
長
は
四

・
九
ー
ニ
•

五
セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
で
‘

ニ
ー
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
も
の
が
多
い

。

1
2
.
1
4
.
1
6
は
切
出

形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
1
7
.
1
8
は
掻
器
で
、

17
は
周
縁
に
細
部
加
工
を
施

一
端
が
尖
出
し
て
揉
錐
器
と
な
っ
て
い
る
。

初
音
ケ
原
B

遺
跡
（
三
島市
‘
地
図
艇
2
9)
ー

第
4
2図
1
9
1
2
7
•
第
4
3図
1
/

ナ
イ
フ
形
石
器
十
三
点
と
削
器

一
点‘

石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

42

図
1
9
i
2
7
•
第
4
3図
1
ー

3

.
5

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
四

・

ニ
i

-
．

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
、
先
端
部
も
し
く
は
基
部
を
欠
損
し
た
も
の
が
多
い
か
、

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
石
材
は
良
質
の
黒
耀
石
か
主
で
あ
る
。
第
43
図
4

は
削
器
で
剥
片
の
周
緑
に
粗
い
細
部
加
工
か
施
さ
れ
て
い
る
。
第

43
図
6
は
安
山

岩
製
の
半
円
錐
形
石
核
で
五
条
の
剥
離
痕
が
見
ら
れ
る
。

初
音
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
、

地
図
嶽
30
)
ー
第

43
図
7
.
8

ナ
イ
フ
形
石
器
で

二
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
共
に
先
端
部
を
欠
損
し
て
お
り
‘

6
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45
図
l
1
7

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

良
質
の
黒
耀
石
製
で
も
あ
る
。

三
本
松
遺
跡

（
函
南
町
‘
地
図
悔
31
)
ー
第

43
図
9

ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
良
質
の
黒
耀
石
製
で
器
長
は
三

・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

上
原
遺
跡

（函
南
町
、
地
図
巡
3
2)
ー

第
4
3図
1
01
1
4
•第
4
4図
1
1
2
5
•第

ナ
イ
フ
形
石
器
二
九
点
と
尖
頭
器
三
点
・

掻
器
三
点
•

石
核
三
点
が
採
集
さ
れ

て
い
る

。

第
4
3図
1
01

1
4
•第
4
4図
1

1

2
4は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
は
と
ん
ど
良
質

の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。
器
長
は
七

・
ニ
ー
ニ

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
比
較
的
大

形
の
も
の
と
‘
小
形
の
も
の
と
に
分
れ
る
。
形
状
も
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
第
44

図
2
5
•第
4
5図
1
.
2

は
尖
頭
器
で
、
第
4
4図
2
5は
大
形
の
木
葉
形
を
呈
す
る
両

面
加
工
の
尖
頭
器
で
、
両
面
に
粗
い
剥
離
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第

45
図
1
.
2
は

剥
片
の
周
緑
部
に
浅
い
剥
離
が
両
面
に
施
さ
れ
た
尖
頭
器
で
あ
る
。
第
45
図
5
.

6
は
石
核
で
、

5
は
打
面
も
一
定
で
な
く
縦
横
に
剥
片
を
剥
離
し
た
も
の
で
、

6

は
円
筒
形
の
調
整
打
而
を
有
す
る
石
核
で
あ
る
。

下
原
遺
跡

（函
南
町
‘
地
図
地
33
)
ー
第
45
図
8
1
11

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
と
石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
す

べ
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
器
長
は
三

•

五
ー
ニ

•

五
セ
ン
チ
メ
—

ト
ル
。

1
1は

円
筒
形
の
石
核
で
‘
調
整
打
面
を
有
し
‘
十
数
条
の
剥
離
痕
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。下

人
原
遺
跡

（函
南
町
‘

地
図
巡

34
)
ー
第

46
図
l
1
9

ナ
イ
フ
形
石
器
六
点
と
彫
器
一
点
、
細
石
刃

一
点
、
細
石
核
一
点
‘
尖
頭
器
二

点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第
46
図
1
i
6
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
器
長
は
三

・
ニ
i

ニ

・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
比
較
的
小
形
の
も
の
で
あ
る
。

7
は
彫
器
で
、
剥

片
の
縁
辺
に
細
部
加
工
を
施
し
、
そ
の
一
端
に
二
条
の
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻

面
を
つ
く
っ
て
い
る
。
チ
ャ

ー
ト
製
。

8
は
黒
耀
石
製
の
細
石
刃
で
三
条
の
稜
線

9
は
半
円
錐
状
の
細
石
核
で
、
数
条
の
剥
離
痕
を
認
め
る
こ
と
が
で

を
有
す
る
。

き
る
。北

甚
助
遺
跡

（韮
山
町、

地
図
蜘

40
)
ー
第

46
図
10
1
12

ナ
イ
フ
形
石
器
が
三
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
器
長
は
三

•

五
ー
三
·

O
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
10
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
、

11
は
チ
ャ
ー
ト
製
、

12
は
良
質
の
黒
耀

石
製
で
あ
る
。

高
天
ケ
原
遺
跡

（韮
山
町
‘

地
図
郎
41
)
ー
第
46
図
1
3
.
1
4

ナ
イ
フ
形
石
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
共
に
黒
耀
石
製
で
、

ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。

,, 

" 
14
は
小
形
の

台
遺
跡

（修
善
寺
町
、
地
図
巡
42
)
ー
第

46
図
15

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
若
干
欠
損
し
た

も
の
で
‘
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

日
向
山
遺
跡

（修
善
寺
町
‘
地
図
巡

46
)
ー
第
46
図
16

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
全
長
ニ

・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

大
越
遺
跡

（熱
海
市
、
地
図
蜘
43
)
ー
第
46
図
1
7
.
1
8

尖
頭
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
お
り
、
共
に
娃
質
頁
岩
製
で
、
基
部
が
丸
味
を
も

つ
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
17
は
全
長
六

．
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

18
は
四
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山
遺
跡

（
沼
津
市
平
沼
）

ー
第
46
図
19

•
四
セ
ン
チ
メ

ー

ト
ル
で

小
形
で
あ
る
。

天
神
原
遺
跡

（
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
‘
地
図
蜘
45
)
ー
第
49
図
1

安
山
岩
製
の
尖
頭
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
欠
損
し
‘
粗
い
両

面
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

尾
尻
遺
跡

（駿
東
郡
長
泉
町
）
ー
第
46
図
2
0
.
2
1

黒
耀
石
製
の
円
錐
石
核
が
二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

大
廓
遺
跡

（
沼
津
市
柳
沢
）
ー
第
47
図
1
し
23

ナ
イ

フ
形
石
器
が
二
十
三
点
採
集
さ
れ
て
お
り
、
器
長
は
四
・

七
ー

ニ
•

五
セ

ン
チ
メ

ー
ト

ル
で
、

比
較
的
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
形
状
も
変
化
に
富

み
良
質
の
黒
耀
石
製
が
は
と
ん
ど
で
あ
る
。

伊
良
宇
根
遺
跡

（
沼
津
市
、

地
図
湿
48
)
ー
第
48
図
1
1
2
4

ナ
イ
フ
形
石
器
二
十
二
点
と
掻
器

一
点
・石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第
48

図
1
1
2
2
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
三

・
六
ー
ニ

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で

小
形
の
も
の
で
あ
る
。
形
状
も
変
化
に
富
み
‘
良
質
の
黒
耀
石
製
が
は
と
ん
ど
で

あ
る
。

23
は
掻
器
で
内
樹
し
た
剥
片
の

一
端
に
細
部
加
工
を
施
し
て
あ
る
。
チ
ャ

ー
ト
製。

24
は
頁
岩
製
の
石
核
で
三
条
の
剥
離
痕
を
有
す
る
。

久
保
上
遺
跡

（
沼
津
市
東
椎
路
）
ー
第
48
図
2
5
.
2
6

ナ
イ

フ
形
石
器
一
点
と
尖
頭
器
三
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

25
は
良
質
の
黒
耀

石
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
先
端
部
は
裏
面
よ
り
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

26

は
粗
い
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
基
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
安
山
岩
製
。
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章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

小
森
遺
跡

（富
士
郡
芝
川
町
）
ー
第
49
図
2
1
5

2
は
尖
頭
器
様
石
器
で
、

3
は
有
舌
尖
頭
器
‘

4
は
尖
頭
器
‘

石
器
で
全
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

た。

）
第
二
次
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
ナ
イ

フ
形
石
器
で

‘

器
長
は
二
•

六
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
と
小
形
で
あ
り
、
玉
髄
系
石
材
を
用
い
て
い
る
。

ク
ズ
原
沢
遺
跡

（沼
津
市
足
高
）
ー
第
49
図
7
1
1
1

5
は
ナ
イ
フ
形

ナ
イ

フ
形
石
器
・

尖
頭
器

・

彫
器
•

石
核
等
が
採
集
さ
れ
て
い
る

。

7
.
8

は

ナ
イ
フ
形
石
器
‘

9
は
彫
器
‘
10
は
剥
片
の
周
縁
部
に
細
部
加
工
を
施
し
た
尖
頭

器‘

11
は
石
核
で
あ
る
。

休
場
遺
跡

（
沼
津
市
足
高
）
ー
第
50
図
1
第
52
図

昭
和
三
十
九
年
、
明
治
大
学
孝
古
学
研
究
室
と
沼
津
女
子
高
校
考
古
館
共
催
に

て
発
掘
さ
れ
、
約
四
千
点
の
石
器
及
石
屑
を
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
の

一
部
を
、

考
古
学
集
刊
第
三
巻
第
二
号
よ
り
転
載
さ
せ
て
貰
っ
た
。
細
石
刃
•

細
石
核

・
ナ

イ
フ
形
石
器

・
尖
頭
器

・
掻
器

・
爪
形
石
器
な
ど
を
出
土
し
て
い
る
。

干
居
遺
跡

（
富
士
宮
市
）

ー
第
49
図
6

（有
舌
尖
頭
器
は
参
考
と
し
て
記
載
し

ー上

Iヽ
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け
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布
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立
地
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石
器
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容
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編
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い
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核 片 片 片 片 刃 片 器 片 片 尖

核 尖 頭
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刃
器 物
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（
参
考
文
献
）

1
•

静
岡
県
教
育
委
員
会
「
静
岡
県
遺
跡
地
名
表
」
昭
和三
十
六
年

。

2
•

静
岡
県
教
育
委
員
会
「
静
岡
県
遺
跡
地
名
表
補
遺
」
（
静
岡
県
の
古
代
文
化

）
昭
和
三
十
八
年

。

3
•
市
原
寿
文

「
静
岡
県
の
無
ナ
器
文
化
」（
静岡
県
の
古
代
文
化
）
昭
和
三
十
八
年
。

4
．
杉
原
荘
介
•
小
野
真
一

「
静
岡
県
休
場
遺
跡の
細
石
器
文
化
」
考
古
学
集
刊
第
三
巻
第
二
号
‘
昭
和
四
十
年

。

5
．
麻
生
優

・
小
田
静
夫
「
静
岡
県
磐
田
市
大
藤
池
端
前
遺
跡
」
人
類
学
雑
誌
第
七
十
四
巻
第
二
号
、
昭
和
四
十
一
年

6
•

秋
本
真
澄

「
伊豆
の
後
期
旧
石
器
文
化
図
録
」
昭
和
四
十
三
年
。

7
·

漆
畑
稔
「
大
仁
町
の
旧
石
器

•
織
文
文
化
」
大
仁
町
教
育
委
員
会
‘
昭
和
四
十
三
年

。

8
•

沼
津
市
「
沼
津
市
誌
」
下
巻
。（
小
野
真
一

「
文
化
財
篇
」）
昭
和
三
十
三
年
。

9
•

原
町
「
静
岡
県
原
町
誌
」
（
小
野
真
一
「
先
史
社
会
の
形
成
」
）
昭
和
三
十
八
年
。

1
0
•長
泉
町
「
長
泉
郷
土
誌
」

（小
野
真

一
•
笹
津
海
祥

「
原
始
社
会
」
）
昭
和
四
十
年

。

1
1・
熱
海
市
「
熱
海
市
史
」
上
巻
。
（
長
田
実
•
小
野
真
一
「
原
始
時
代
」
）
昭
和
四
十
二
年
。

1
2
•富
士
川
町
「
富
士
川
町
史
」
。
（
稲
垣
甲
子
男
「
原
始
時
代
」
）
昭
和
三
十
七
年

。

九
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頭 形 刃
器 有 石 器
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尖
頭 尖
器 頭
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黒
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一
層
の
表
土

ろ
う
。

第

八

栞

（又
は
耕
土

て
黄
褐
色
ロ
ー
ム
と
共
に
‘

愛
脱
山
地
で
も
「
牛
芳
」

考
の
下
に

察

も
近
年
各
所
で
地
力
恢
後
の
た
め
「
マ
サ
打
ち
」

良
質
の
大
根
を
産
し
、
さ
ら
に
同
様
の

「牛
芳
」

る
。
し
か
し
近
年
は
そ
の
周
辺

一
帯
に
足
跡
が
及
び
、
特
に
南
部
の
函
南
町
・
韮
山
町

・
大
仁
町
‘

一
般
に
箱
根
山
地
は
火
山
灰
層
か
厚
く
堆
積
し
、
平
担
な
面
で
は
先
土
器
時
代
の
遺
物
を
含
む
黄
褐
色
ロ

ー
ム
層
の
上
に
、
暗
褐
色

（栗
色
）

土
層
や
黒
色
土
層
が
五

O
I
八

0
セ
ン
チ
位
堆
積
し
て
い
る
。
ま
た
斜
面
の
地
域
で
は
表
層
の
耕
土
が
長
い
間
に
風
雨
の
た
め
か
な
り
流
出
し
、

と
こ
ろ
に
よ

っ
て
は
ロ
ー
ム
ま
で
の
深
さ
か
三

0
セ
ン
チ
位
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

栽
培
程
度
で
は
‘

と
て
も
ロ
ー
ム
層
ま
で
鍬
か
及
ば
な
い

。

工
事
現
場
か
ら
遇
然
に
発
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
「
三
島
大
根
」

の
本
場
で
も
あ
っ
た
た
め
、
深
掘
り
か
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

（天
地
返
し
）

旧
石
器
が
多
く
地
表
に
顔
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

な
ど
の
長
物
の
栽
培
が

一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、

る
。
し
た
が

っ
て
鍬
先
か
ロ
ー
ム
に
及
ぶ
こ
と
は
少
な
く
‘
表
面
採
集
は
困
難
で
あ
り
、

一
層
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

九
五

そ
れ
で
も
陸
稲
•
麦

・
甘
藷
及
び
普
通
の
野
菜
の

と
呼
ば
れ
る
丈
の
長
い
‘

か
行
わ
れ
、
下
層
の
ロ
ー
ム
と
表
層
の
混
合
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
古
い
農
道

（山
道
）

一
般
に
第 Vヽ

し
か
も

の
両
脇
の
崖
面
や
、

そ
れ
で
も
今
後
の
調
査
如
何
で
は
箱
根
山
地
に
劣
ら
な
い
濃
密
な
分
布
が
確
認
さ
れ
る
で
あ

中
部
の
日
本
平
な
ど
有
度
山
地
や
、
西
部
の
磐
田
原
台
地
は
表
土
も
比
較
的
薄
く
‘
耕
作
に
よ
り
遺
物
の
出
土
も
容
易
で
あ
る
。

部
地
方
は
茶
園
や
密
柑
園
‘
森
林
な
ど
か
多
く
、
今
後
の
開
発
や
線
密
な
調
査
に
よ
り
‘

次
に
立
地
並
び
に
層
位
で
あ
る
か
、
立
地
と
し
て
は
箱
根
•
愛
鷹
•

富
士
山
麓
な
ど
の
台
地
‘

ス
コ
リ
ア
含
有
黒
色
土
層

（第
二
層
）
、

「人
苓
」

た
だ
中
•
西

日
本
平
・
磐
田
原
な
ど
の
隆
起
台
地
な
ど
、

づ
れ
も
洪
積
台
地
が
え
ら
ば
れ
‘
他
に
海
岸
段
丘
や
河
岸
段
丘
な
ど
に
位
置
す
る
場
合
も
あ
る
。
地
層
は
愛
鷹
山
地
に
例
を
と
る
と
‘

黒
色
土
層

（第
三
層
）
、
栗
色
土
層

（第
四
層
）
、
黄
褐
色
ロ

い
づ
れ
も
農
家
の
自
給
用
で
、
小
規
模
で
あ
り
‘
品
質
も
落
ち

し
た
が

っ

さ
ら
に
は
修
善
寺
町
に
ま
で
分
布
が
知
ら
れ
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定
す
る
の
で
あ
る
。

静
岡
県
内
発
足
の
旧
石
器
の
内
容
に
つ
い
て
は
‘
敲
打
器

・

刃
器

・

掻
器
·
彫
刻
器

·

尖
頭
器

•
細
石
器
な
ど
各
種
の
も
の
か
出
土
し
て
い
る

か
、
杉
原
氏
の
い
う
敲
打
器
の
段
階
の
石
器
は
‘
確
実
な
も
の
か
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
礫
器
類
は
‘
箱
根
•
愛
脱
両

は
と
ん
ど
刃
器
文
化
の
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
裾
野
市
金
沢
字
上
川
発
見
の
石
器

に
似
て
い
る
か
、
同
じ
遺
跡
で
刃
器
か
や
は
り
出
土
し
て
い
る
。
刃
器
ま
た
は
剥
片
石
器
の
類
は
静
岡
県
下

各
地
で
き
わ
め
て
多
く
発
見
さ
れ
‘
特
に
ナ
イ
フ
形
石
器
は
豊
富
で
あ
る
。

一
般
に
駿
豆
地
方
の
も
の
は
黒
耀
石
を
材
料
と
し
た
も
の
か
多
く
‘

遠
州
地
方
で
は
珪
質
頁
岩
が
石
材
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
市
原
寿
文
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
如
く

場
合
に
も
脊
面
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
で
第

一
剥
離
面
を
残
し
‘
大
体
に
お
い
て
片
面
加
工
の
よ
う
で
あ
る
。

の
剥
片
を
素
材
と
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
全
体
的
に
み
て
形
態
は
関
東
地
方
に

お
け
る
茂
呂
型
ナ
イ
フ
の
系
類
に
属
す
る
よ
う
で
、

他

に
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
に
似
た
も
の
も
あ
る
が
、
数
は
少
い

。
細
石
器
も
県
内
各
地
か
ら
発
見
さ
れ
、
普
遍
的
に
分
布
す
る
よ
う
で
あ
る
か
‘
沼
津

市
の
休
場
を
除
い
て
は
発
掘
例
か
な
い
。
休
場
の
も
の
は
ナ
イ
フ
形
石
器
の
や
や
新
し
い
段
階
の
も
の
や
尖
頭
器
な
ど
を
少
量
含
み
‘
年
代
も

C

14
測
定
で
約

―
四

0
0
0年
前
と
出
て
、
細
石
器
文
化
で
は
日
本
最
古
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
平
‘
駿
東
郡
長
泉
町
下
長
窪
の
尾
尻
‘
袋
井
市
の

山
田
原
等
よ
り
発
見
さ
れ
た
細
石
核
を
み
る
と
‘

な
ど
は
握
斧

（
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
）

山
地
及
び
磐
田
原
台
地
に
み
ら
れ
る
か

い
づ
れ
に
し
て
も
今
後

一
層
細
か
な
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

屋
外
に
お
け
る
共
同
体
の
石
器
製
造
址
を
考
え
て
い
る

荘
介
氏
に
よ
る
住
居
址
説
が
あ
る
か

さ
て
先
土
器
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
‘
県
内
で
休
場
遺
跡
の
大
小
二
つ
の
炉
址
か
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
炉
址
に
つ
い
て
は
杉
原

（注

1
)
‘
箪
者
は
①
大
小
二
つ
の
炉
址
は
同
時
に
多
数
の
人
間
の
使
用
か
可
能
で
あ
る
。

R
-0メ
ー
ト

ル
四
方
位
の
間
に
四

0
0
0点
以
上

の
鋭
い

剥
片
類

（石
器
‘

剥
片
．
磨
石
な
ど
の
石
器
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

石
屑
）

（注
2
)
。

長
野
県
の
矢
出
川
出
土
の
も
の
に
類
似
し

こ
れ
に
対
し
て
三
島
市
山
中
新
田

の
洵
老
ノ

が
散
乱
し
て
い
る
点
‘
住
居
に
は
不
適
当
で
あ
る
。

九
七

い
づ
れ
の

な
ど
の
理
由
か
ら
‘

そ
し
て
そ
の
周
囲
に
掘
っ
立
て
の
簡
素
な
住
居
か
幾
つ
か
あ
っ
た
も
の
と
推

（注
3
)
、

ま
た
石
器
脊
面
か
ら
み
て
‘
縦
長
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る
問
題
で
あ
ろ
う
。

4
．
芹
沢
長
介
「
新
潟
県
中
村
遺
跡
に
お
け
る
有
舌
尖
頭
器
の
研
究
」
日
本
文
化
研
究
所
報
告
第
二
集
。
昭
和
四
十

一
年
。

石
器
の
組
成
に
つ
い
て
み
る
と
‘

・
刃
器
か
伴
っ
て
い
る
。

面
加
工
の
も
の
は
加
工
状
態
も
粗
く
‘
形
状
も
左
右
非
対
称
的
で
あ
る
。
片
面
加
工
の
も
の
は
剥
片
を
素
材
と
し
、

と
思
わ
れ
‘

る
点
な
ど
を
考
え
る
と
‘
本
遺
跡
は
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
文
化
の
終
末
期
と
思
わ
れ
る
。

関
す
る
調
査
例
は
ま
こ
と
に
少
な
く
‘

3
•

市
原
涛
文
「
静
岡
県
の
無
土
器
文
化
」

2
•

小
野
真

1
•

杉
原
荘
介
•
小
野
真

注
）

第

考

（
秋
本
真
澄
）

察 ナ
イ
フ
形
石
器
と
尖
頭
器
と
が
伴
出
す
る
逍
跡
の
調
査
例
も
な
い

。
従

っ
て‘

節

旧

石

器

に

つ

い

て

の

考

察

（静
岡
県
の
古
代
文
化
）
昭
和
三
十
八
年
。

「
静
岡
県
休
場
遺
跡
の
細
石
器
文
化
」
考
古
学
集
刊
第
三
巻
第
二
号
。
昭
和
四
十
年
。

「
沼
津
市
休
場
遺
跡
と
そ
の
周
辺
」
沼
津
女
子
高
校
第
四
回
考
古
学
講
座
講
演
要
旨
。
昭
和
四
十
年
。

九
九

い
わ
ゆ
る
尖
頭
器
を
主
体

ナ
イ
フ
形
石
器
と
尖
頭
器
を
主
体
と
し
‘
数
量
的
に
は
前
者
の
方
が
や
や
多
い
。
他
に
少
数
な
か
ら
掻
器

ナ
イ
フ
形
石
器
に
は
茂
呂
型
に
類
似
す
る
も
の
と
‘
剥
片
の
先
端
部
と
基
部
と
に
わ
ず
か
に
細
部
加
工
を
施
し
た
も
の

と
が
混
在
し
、
茂
呂
型
類
似
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
比
較
的
小
形
化
し
て
い
る
。
尖
頭
器
は
両
面
加
工
の
も
の
と
‘
片
面
加
工
の
も
の
と
か
あ
り
、
両

そ
の
周
縁
部
に
細
部
加
工
を

施
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
石
核
は
は
と
ん
ど
か
扁
平
で
‘
し
か
も
打
面
調
整
が
さ
れ
て
な
く
‘
舟
底
状
の
石
核
か
含
ま
れ
て
い
る
。
掻
器
も
小
形

で
拇
指
状
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
石
器
及
び
素
材
の
出
土
層
位
を
み
て
も

i

一時
期
の
文
化
に
分
け
ら
れ
る
可
能
性
は
な
く
、
同

一
文
化
の
所
産

ナ
イ
フ
形
石
器
と
尖
頭
器
か
共
存
す
る
こ
と
や
‘
掻
器
や
ナ
イ
フ
形
石
器
に
み
ら
れ
る
小
形
化
の
傾
向
、
舟
底
状
の
石
核
を
伴
出
す

し
か
し
、
当
地
方
に
お
い
て
先
土
器
時
代
に

と
す
る
文
化
の
様
相
も
何

l

つ
と
し
て
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
時
代
的
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
新
し
い
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
検
討
さ
れ



っ
て
馳
け
め
ぐ
っ
た
の
で
あ
る
。

ひ
た
す
ら
先
士
器
時
代
の
遺
物
を
求
め
て
‘
血
眼
に
な

つ
ま
り
あ
く
せ
く
し
な
か
っ
た
の
で

委
員
）

江
藤
千
万
樹

（元
加
藤
学
園
教
諭
•
戦
没

）

•
佐
藤
民
雄

（
現
裾
野
高
校
教
頭
・
駿
豆
考
古
学
会
副
会
長
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
静
岡
県
下
に
お
け
る
先
士
器
文
化
研
究
の
歴
史
は
古
い
。
御
殿
場
の
鈴
木
恒
治
氏
か
刃
器
を
細
石
器
と
間
違
え
た
と
は

し、

ぇ、
蘭
し
、
u
 

あ
る
。

旧
石
器
と
し
て
注
目
し
た
昭
和
二
十
三
年
か
ら
‘

か
き
鼻
水
を
た
ら
し
な
か
ら
箱
根
や
愛
脱
の
山
野
を
か
け
め
ぐ
っ
た
秋
本
君
や
須
磨
君
・
漆
畑
君
な
ど
も
今
で
は
教
育
界

•

実
業
界
で
立
派
に
活

ま
た
熱
心
な
研
究
を
続
け
て
い
る
。

長
・
駿
豆
考
古
学
会
々
長
）
各
氏
ら
‘

木
各
氏
ら
よ
り
も
も
っ
と
ぎ
ひ
し
い
も
の
か
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
戦
前
派
の
人
達
は
縄
文
や
弥
生
な
ど
の
遺
跡
を
求
め
て
山
野
を
歩

い
て
も
‘

い
わ
ゆ
る
考
古
ボ
ー
イ
と
い
わ
れ
た
人
々
や
、
戦
後
間
も
な
く
活
動
し
た
筆
者
（
小
野
）

そ
こ
に
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
き
、
歌
を
う
た
う
余
裕
が
あ
っ
た
。

富
な
士
器
や
石
器
に
酔
い
し
れ
な
か
ら
‘

そ
し
て
筆
者
ら
戦
後
間
も
な
く
育
っ
た
研
究
者
の
グ
ル
ー
。
フ
も
‘
豊

山
を
歩
き
夢
を
語
り
、
野
に
休
み
馬
鹿
を
い
う
余
裕
は
あ

っ
た
。

し
か
し
秋
本
君
ら

i

-

＿十
年
代
に
育
っ
た
人
達
は
‘
少
な
く
な
っ
た
資
料
の
中
で
、

と
も
か
く
彼
等
先
士
器
マ
ニ
ア
の
努
力
を
中
心
に
‘
駿
豆
地
方
の
先
土
器
時
代
遺
跡
遺
物
は
う
な
ぎ
上
り
に
増
加
し
た
。

々
に
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
イ
ラ
ウ
ネ
は
刃
器
文
化
の
‘

学
術
調
査
の
必
要
性
も
痛
感
さ
れ
‘
イ
ラ
ウ
ネ
・
休
場
な
ど
の
遺
跡
が
、
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
の
メ
ン
バ

ー
と
地
元
研
究
者
の
協
力
に
よ
り
次

ま
た
休
場
は
細
石
器
文
化
の
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
解

明
さ
れ
た
。
し
か
し
き
わ
め
て
長
期
に
わ
た

り‘

百
有
余
の
遺
跡
を
残
し
て
い
る
駿
豆
地
方
の
先
士
器
文
化
が
‘
僅
か

二
‘
三
の
発
掘
例
で
究

第

九

第

九

章

結

章
五
口

ーヨ

n

結

す
で
に
足
掛
け
二
十
四
年
の
年
月
が
経
っ
て
い
る
。

五
口,,,, n
 

そ
し
て
昭
和
三
十
年
代
に
‘

そ
れ
は
‘
戦
前
に
同
じ

山
野
を
か
け
め
ぐ

っ
た
芹
沢
長
介
（
現
東
北
大
学
教
授

•

日
本
考
古
学
協
会

•
長
田
実

（
現
新
居
高
校

及
び
笹
津
•
鈴

そ
れ
と
共
に
正
式
な

1
0
0
 

汗
を



第

九

章

す
る
次
第
で
あ
る
。

結

語

な
お
末
筆
な
か
ら
今
回
の
調
査
に
当
っ
て

協
力
を
今
後
共
お
顛
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
。

゜

意
を
は
ら
っ
て
…
…
…

い
の
に
驚
膜
し
、

今
皿
の
小
塚
逍
跡
発
掘
は

そ
う
活
発
に
‘

（赤
士

明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
数
多
く
の
調
府
と
‘

1
0
 

こ
の
種
の
石
器
か

そ
の
内
容
は
刃
器
文
化
の
比
較
的
新
し
い
段
階
に
あ
り

よ
り
多
く
の
資
料
を
通
し
て
‘
帰
納
的
に
究
明
す
る
の
か
考
古
学
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は

ま
た
う
ま
く
発
掘
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
で
き
る
だ
け
良
好
の
資
料
の
得
ら
れ
る
逍
跡
を
‘

―
つ
で
も
多
く
発
掘
す
る

こ
う
し
た
期
待
に
充
分
報
い

て
く
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
当
初
は
そ
の
発
掘
地
域
が
逍
跡
の
主
体
を
外
れ
て
お

り
、
旧
石
器
は
お

ろ
か
綱
文
時
代
の
逍
跡
す
ら‘

期
待
し
得
な
か

っ
た
。

ま
た
歓
喜
の
声
か
逍
跡
に
み
な
ぎ

っ
た
の
で
あ
る
。
老
い
も
若
き
も
‘
専
門
家
も

一
般
人
も
特
夢
中
で
発
掘
し
た
。
細
心

の
注

こ
う
し
て
ロ

ー
ム

こ
の

小
塚
に
咲
い
た
石
器
文
化
を‘

ら
み
れ
ば
少
な
く
と
も
そ
の
初
象
期
と
い
え
よ
う
。

の
中
か
ら
石
器

•

石
材

•

石
屑
な
ど
三
百
余
点
を
検
出
し
た
の
で
あ
る

。

わ
れ
わ
れ
は
小
塚
石
器
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
古
式
の
尖
珀
器
が
伴
う
の

で
あ
る
。
尖
碩
器
文
化
の
は
階
を
独
立
し
て
設
定
し
得
る
か
否
か
‘

イ
ラ
ウ
ネ
と
は
大
し
た
年
代
差
も
な
く
‘

と
も
か
く
こ
の

小
塚
迅
跡

の
成
朱
か
加
わ

っ
た
こ
と
て
‘
駿
豆
地
方
の
先
士
器
文
化
の
研
究
は
今
後

一
段
と
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
か
‘

だ
こ
れ
だ
け
で
充
分
に
も
の
か
い
え
る
わ
け
で
は
な
い

。
小
塚
の
第
二
次
調
在
‘

力
を
続
け
‘
解
明
へ
の
迅
を
辿
る
こ
と
か
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
あ
る
。

ん
を
始
め
事
務
局
の
方
々
‘
調
査
団
長
の
斉
藤
氏
、

こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
ひ
と
た
び
発
掘
し
て
み
る
と
‘
縄
文
も
出
た
が
、

な
お
疑
問
で
あ
る
か
、

旧
石
器
の
多

そ
し
て
休
場
よ
り
は
明
ら
か
に
古
い
段
階
の
文
化

ま
だ
ま

あ
る
い
は
そ
の
他
の
逍
跡
の
刷
飛
な
ど
今
後
共
た
ゆ
ま
ざ
る
努

そ
の
た
め
に
も
研
究
者
の
精
進
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
絶
大
な
御

こ
れ
を
主
催
し
‘
限
り
な
い
御
理
解
と
御
援
助
を
賜
わ
っ
た
芝
川
町
教
育
委
員
会
の
野
村
教
育
長
さ

さ
ら
に
は
調
査
に
参
加
さ
れ
た
多
く
の

地
元
有
志
、
学
生

•

生
徒
諸
君
に
深
甚
の
謝
意
を
表
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山里に囲まれた遺跡（東方丘陵上から）
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土
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日

ナイ フ形石器（表）
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